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Ⅰ はじめに

本校国語科では本年より三年間にわたって「現代文・古文・漢文の連携を図る」という主題で

研究に取り組むことにした。本稿ではその初年度として，そのような主題を設定した経緯，さら

に主題を踏まえた試行的実践例を報告したいと思う。

Ⅱ 主題設定の理由

今回の主題を設定した第一の理由は，授業時間数の減少である。

本校国語科では昨年度まで6年間にわたって「中・高6ケ年を見通した古典の教材編成」とい

う主題で研究を実施してきた。そこではまず古典学習についての意識調査を行い，10年前の調査

と比較した上で，生徒の文法力の低下，古典全般に対する興味・関心の減退を指摘した。また古

典学習の前提となる素養調査を「住居・服飾の名称」「いろはガルタ」「／ト倉百人一首」を例にと

って行い，生徒が古典に関して共通の知識の基盤を持ち得ていない現状を指摘した。それらの結

果を踏まえ，中学段階では絵巻物を教材に用い，生徒に古典の世界へ親近感を持たせ，減退傾向

にある古典への興味・関心を喚起する教材編成を提示した。さらに高校段階では季節感を主題に

した単元学習を組み，生徒から失われつつある古典の世界の伝統を理解させるように試みた。最

後に，その際のカリキュラム編成の留意点として以下の三点を掲をヂた。第一に，これまでのよう

な教科書に依存するだけの授業では古典の授業を成立させることが難しいこと。教科書教材は有

名作品に偏りがちであり，とられる文章も短いものが多く，相互の関連づけに乏しい。そのため，

授業者の工夫なしには，生徒の興味を引く授業が成立させにくいと考えられるのである。第二に，

古典教育には修養が必要であること。伝統的な古典の感受性を教え導くためには，授業時数の減

少もあって，生徒主体の授業を実施して行く余裕が無く，場面に応じて暗諦などを行う必要を感

じている。第三に，教材の系統性を考慮して，効率よく編成する必要があること。本校の高校－
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年次では古文の授業が週一時間しかないことを踏まえて，語法や内容をよく吟味した教材の精選

が今後必要である－）。

以上に抄録した研究プロジェクトで常に底流にはらんでいる実際的な問題は，授業時数の減少

である。上に掲げた三つの留意点はすべてその間題に関わり合っている。教科書教材が有名作品

に偏り，短い文章が多いのもそのためであるし（実際，「国語Ⅲ」が準必修でなくなってから，

旧「国語Ⅱ」と「古典」の教材が「古典I」へ集約されてバラエティに乏しくなった印象がある

し，次期指導要領で「古典IJ「古典工」が「古典」へ統合されて，その傾向がさらに加速する

のではないかと危惧している），生徒主体の授業よりも一斉の暗諦指導が効果を上げるのも，教

材の効率的な裔成が求められるのも，授業時数が減少している問題に大いに関係している。

本校では高校生のカリキュラムで古典に十分時間を割くことが難しい実態を踏まえて，中高一

貫教育のメリットを生かし，中学生に意識的に多く古典を読ませている。しかし，本年度に発表

される次期学習指導要領では，中学の国語の時間は現状より週1時間程度減少することは確定的

で，今後中学生に多く古典の授業時間を割くことは難しいものと思われる。

このような状況下では，「現代文」「古文」「漢文」それぞれがバラバラのカリキュラムを立て

ていたのでは効率が悪い。本校ではそれぞれ授業を専門の教諭が担当し，各人が用意した教材を

国語教科会で集約して年間指導計画を立てていたが，今後は同一学年を担当する複数科目の教諭

が相互の教材の内容に踏み込んで，教材の連携をはかり，より効率的な指導計画が立てられるよ

うに，教材編成をし直す必要があると考えられるのである。

主題設定の第二の理由は，新学習指導要領の目玉である給食化への対応である。

子どもたちに「生きる力」をはぐくむために，問題解決能力を高める，横断的・鎗合的指導を

推進して行く必要性は高まっている。新学習指導要領では，各教科の教育内容を厳選することに

よって一定のまとまった時間を生み出し，「給食的な学習の時間」を中学・高校ともに設けるこ

ととされている。給食的な学習活動を実現させるためにをにより必要なのは，やはり国語カであ

る。それは単に各教科の学習に用いるのが日本語である，ということではなく，膨大な情報の中

から必要なものを取捨選択し，再構成し，発信するという鎗合学習を行うために必要な力が，国

語の学習を通して高めて行く「読む」「開く」「書く」「話す」という四つのカであるからであり，

これらのカはとりもなおさず「生きる力」そのものにつながるものだからである。従って，国語

の授業の中でも各教材を孤立させることなく，連携し，給食的な学習に必要な国語カを高めるた

めの工夫をし馴ナればならない。

Ⅲ 現代文。音叉。濱文の連携を図る上での塞漆約な考え方

昭和57年度より実施された学習指導要領で，それまでの「現代国語」「古典Ⅰ甲」（または「古

典Ⅰ乙」）が「国語IJ「国語Ⅱ」に再編成され，現代文と古文・漢文が給食された科目が誕生し，

一人の教師が各教材を総合的に扱うことが可能になった。実際，それぞれの単元ごとに現代分野，
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古典分野双方にわたる教材が配置され，給食化の理想に燃えた教科書もいくつか出版された。し

かし，学校教育現場では，相変わらず「現国」と「古典」を別々の教師が担当し，教材も両方で

縦割り分担して用いられることが多かった。平成に入ってから，現代文・古典が入り乱れて編集

されている教科書が存在感をなくし，「国語IJ「匡ほ吾Ⅱ」に現代文と古典がに分冊になっている

教科審が編集され，一定数採用されていることは，その何よりの証左である。なぜ「現代文」と

「古典」の緻合化が浸透しなかったのかは，詳細な分析が必要であろうが，ここではそれは問わ

ない。ただ，上述のような，ある単元のもとに「現代文」と「古典」の各教材や，いわゆる「現

古融合文」を配置するような方法では，旧来「現代文」「古文」「渡文」が抱えていた独自性を発

揮できず，特に入門期のなどにおいて指導の焦点がぼやをナがちであったことも否めないと考えら

れる。そこで今回の研究プロジェクトではそのような形の「融合」は行わないこととした。「現

代文」「古文」「渡文」が従来の授業の枠を持ち，それぞれの独自性を主張しながら，相互の教材

の関連をほかり，教材の精選，授業時間数の減少にも対応しながら，指導の質を落とさないよう

にする教材や指導方法の研究を行うこととした。

国語科における「給食学習」の形態を，神戸大の野上教授は次のように分類している2）。

（1）教科「国語」の中で，担当教師が教科「国語」の時間の中で行う

（2）「国語」の教師が，他の教科の教師と稔合的な学習について検討し，担当するそれぞれ

の教科学習の中で，役割分担して行う

（3）教科学習とは別枠の時間で総合的な学習を行うが，「国語」の学習でも稔合的な学習と

関連する学習活動を展開する

（4）教科学習とほ別枠の時間で稔合的な学習課題を扱い，教科「国語」の時間との関連は持

たせない。

今回私たちは，（1）の形態の学習指導を行うわけだが，その際，一人の「現代文」（もしくは

「古文」「渡文」）教師が，自身の担当科目を中心に据えて，他科目との連携をはかり，総合的な

指導を行う方法と，複数の「現代文」「古文」「漢文」担当教師が，それぞれの扱う教材を連携し

て編成し，それぞれの授業で役割分担して指導する方法がある。後者は上記（2）の分類に近い

形かもしれない。本年の実践例はその両者の形を読みでいるが，最終的には後者のような形の指

導・教材腐成を目指している。次頁以降の実践例は，1997年11月14日の本校第24桓Ⅰ教育研究会に

おいて実施されたものである。

Ⅳ 試行的授業の実践報告

（1）中学・現代に息づく江戸のことば

（日時） ユ997年11月14日（金） 第1枚時

（授業者） 平田知之

（授業クラス）本校中学2年C組 男子4ユ名
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（研究テ｝マ）現代文・古文・渡文の連携を図る
～古文

（教材） 江戸の小咄 ～離陸笑，きのふはけふの物語，鹿の子餅
ほか～

（単元設定の理由）

現代の生徒にとって，古典の世界に登場するような生活株式には実感がない。しかもその傾向

は年々強まり，そのため古典指導の困難さが，ますます指摘されている。

しかし，江戸時代に多く出版された読み物には，庶民を読者として想定し，庶民の暮らしを活

写したものが少なくない。また，特に，小咄本に見られる，会話を中心に展開される作品は，当

時の口語に近いことばが用いられ，現代の我々の生活に引きつけて読むことが比較的容易である。

中学校では入門期を除いて教材化されることが多くない近世文をあえて取り上げるのは，そのよ

うな理由による。

（教材選定の理由）

竹取物語の素朴な酒落の数々に見られるように，笑い話の淵源は古く，現代に至るまで，形を

変えながら脈々と伝わっている。多くがその場その場の語り手と聞き手の関係の申で語られる口

承的な文学で，書物に残されたものは少ない。記録性が少ない分，伝統的な文学観の支配からは

比較的自由で，当時の時代性や世相を反映しやすく，また口語体に近い文体が多く用いられてい

ることもあって，生徒が現代の事象と結びつけて理解することが比較的容易である。

旧来も「星取禅」「文盲の犬」（離陸笑）などが，中学校の教材として取り上げられてきた。た

だし，収録されている小職自体は，簡潔な表現とも相まって，現代っ子である生徒の興味を引く

ようなおもしろいものだとは言い難い。ところが，これらの小咄の中で，落語を代表とする現代

の話芸の中に息づいていて，今なお現代の観客を楽しませているものがある。落語は「子ほめ」

などが中学校の教材に若干取り上げられている。今回は小咄それのみを扱うのではなく，現代文

の教材となりうる落語との関係を考え，現代の話芸に江戸小咄がどう息づいているのかを比較さ

せることにより，それらの咄が現代でどのように生かされているのかを感得し，現代の生活に息

づく江戸時代の生活様式を，生徒に理解させようと試みた。

（指導目標）

① 江戸時代の生活やことばに対する興味関心を高める

② 江戸小職と現代の話芸を比べることによって，江戸小咄が現代の話芸にどう生かされている

かを理解させる

③ 江戸小咄と現代の話芸を比べることによって，江戸時代の生活様式が現代にどのように形を

変えて生きているかを理解する。

（指導計画） 2時間

1時間目 釘醍陸笑』という書物について知り，当時の読者がおもしろいと考えたことがどのよ

うなことかを考えさせる。

2時間目 釘離陸笑』と同語をあつかっている落語を聞き，『離陸笑』中の表現が落語でどのよ
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うに描写されているかを確かめ，両者を比較する。

（本時の指導計画） 2時間計画の2時間目

・導入
小職「花見の葵」の内容を整理し，おもしろいと考えられる点を指摘させる。

展開1落語「二番煎じ」をテープで聴き，小咄との筋上の相違点を指摘させる。

2 導入で確認した「おもしろさ」が落語の中ではどのように表現されているかを確認

させる。

3 現代の話者が，江戸時代の様子を現代の聴衆に理解させるために，どのような工夫

をしているか，考えさせる。

まとめ 現代の我々の生活と，江戸時代の生活がどのようにつながっているかを，考えさせる。

（まとめと今後の課題）

生徒は予想外の授業展開にとまどっていた様子ではあるが，熱心に小咄と落語を読み・聴き比

べていた。落語に関しては「聴く」ことに集中させるため，内容を活字に起こして生徒に読ませ

ることをしなかったが，詳細は比較をするためにはやはり文字資料も必要だったかもしれない。

古典離れが指摘される現代の生徒の中にも，古代から続く言葉の力は脈々と生きている。今回

は教材自体がやや特殊なものであったが，生徒にそのことを体感させる一つの機会にはなったで

あろうと思われる。今後は，現在採用されている古文教材をより細密に検討し，より普遍的な部

分で現代の子らに痕跡を残している古典のことばを指摘し，生徒の古典に関する興味関心を揺さ

ぶりたいと考えている。
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が
る
。
そ
の
時
脇
か
ら
物
を
い
ふ
、
そ
の
口
さ
」

「
な
る
ほ
ど
そ
れ
で
よ
め
た
。
し
か
し
そ
ん
な
ら
両
方
に

20

あ
り
そ
う
な
も
の
、
こ
つ
ち
ら
に
は
な
い
。
こ
り
や
ど
う
で
あ
ら
う
」

「
そ
れ
も
し
れ
た
寧
、
寝
こ
ろ
ぶ

方
さ
」
。

D
矧
m
仙
夙
H
劇
む
す
子
が
た
こ
を
あ
げ
る
に
あ
が
ら
ず
。
親
父
鳩
て
、
ぎ
れ
ど
れ
お
れ
が
あ
げ
付
て
や

ら
ふ
。
向
ふ
の
河
岸
へ
も
つ
て
こ
い
J
と
小
僧
を
つ
れ
ゆ
き
、
一
か
け
走
る
と
よ
く
あ
が
る
。
親
父
お
も
し

凄
ん
だ
ん

な
ど
あ
る
座
敷
に
、
年
濁
欺
の
あ
る
は
、
常
の
な
ら
ひ
な
り
。
し
か
る
に
か
の
弟
子
、
や
や
も
す
れ
ば
、
い

ま
だ
三
十
の
督
を
ば
四
十
と
見
損
じ
、
五
十
ば
か
り
の
智
を
ば
、
六
十
余
り
と
見
そ
こ
な
う
て
笑
は
る
る
を
、

坊
主
聞
き
か
ね
て
、
「
う
つ
け
に
薬
が
な
い
と
は
ま
こ
と
や
。
わ
れ
も
人
も
、
卒
の
寄
り
た
き
は
な
し
。
絶

30

を
着
い
と
い
は
ん
こ
そ
本
濱
な
ら
め
。
あ
な
か
し
こ
、
粗
忽
に
人
を
年
寄
と
い
ふ
な
し
と
教
へ
ら
れ
、
あ
け

の
日
、
か
の
弟
子
使
個
に
行
き
、
女
房
の
子
を
抱
き
ゐ
る
を
見
付
け
、
ご
】
の
御
子
息
は
お
い
く
つ
に
て
あ
り

や㌔

ご
】
れ
は
、
こ
と
し
生
れ
、
片
子
で
お
い
り
あ
る
」
と
答
へ
け
り
。
弟
子
、
「
さ
て
、
か
た
子
に
は
若
く

御
座
あ
る
よ
」
と
。

F阿樹胤財胤桝H触鼠

手
代
ど
も
主
の
留
守
に
凝
り
、
田
楽
を
食
は
ん
と
て
、
あ
ぶ
り
豆
腐
や
へ
い

35

ひ
つ
け
け
り
。
索
だ
食
は
ぬ
先
旦
那
帰
り
け
れ
ば
、
手
代
ど
も
い
か
が
せ
ん
と
思
ふ
と
こ
ろ
へ
門
を
放
き
け

れ
ば
、
旦
都
聞
い
て
、
「
辞
そ
」

と
い
ふ
。
「
辻
か
ら
参
り
ま
し
た
。
焼
け
ま
し
た
」

と
い
ふ
。
旦
那
肝
を
緻

し
、
「
そ
れ
は
何
簸
焼
い
た
」
と
い
ふ
。
「
二
丁
焼
け
ま
し
た
」

と
い
へ
ば
、
や
れ
大
火
魔
T
よ
、
と
騒
が
れ
た
。

G阿州捌恩附凶年島の禅寺に珍しき花あり。盈へ参らんとて急ぎ、窺なく門に

な
れ
ば
、
番
の
者
立
出
で
、
「
そ
の
吸
博
は
漕
さ
う
な
。
酒
は
比
内
へ
は
入
れ
ぬ
し
と
い
ふ
。
「
い
や
盈
は
酒

舶

に
て
は
な
し
。
比
潜
き
人
煩
ひ
に
て
俵
故
、
行
く
先
々
ま
で
霹
を
煎
じ
て
行
く
し
と
い
ふ
。
「
然
か
ら
ば
飲

み
て
見
ん
」
と
い
ふ
。
や
が
て
大
茶
碗
に
一
つ
与
へ
け
れ
ば
、
「
此
茶
に
は
大
分
放
資
が
入
り
た
さ
う
な
」

と
い
ふ
て
通
し
け
り
。
さ
あ
さ
あ
仕
澄
し
た
ぞ
と
て
、
息
ふ
や
う
に
見
物
し
て
、
大
酒
に
酔
ひ
、
早
帰
ら
ん

と
恩
ふ
所
に
、
又
番
の
者
来
り
て
い
ふ
や
う
、
「
先
穣
の
薬
の
二
番
ま
だ
上
が
り
濠
せ
ぬ
か
」
と
い
ふ
て
爽
た
。
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H

□
あ
ら
れ
酒
・
正
月
蒋
初
の

謳
初
に
、
お
互
に
小
猫
な
り
と
も
一
切
づ
つ
諏
は
う
と
い
ふ
こ
と
に

な
る
。
一
人
の
も
の
、
己
は
高
砂
や
こ
の
浦
舟
に
飢
を
上
げ
て
と
ば
か
り
覚
え
て
ゐ
る
、
と
い
ふ
。
さ
ら
ば
、

そ
れ
だ
け
な
り
と
も
締
へ
、
後
は
麿
が
続
け
よ
う
、
と
い
ふ
こ
と
で
、
そ
の
男
も
仲
間
に
加
つ
た
。
さ
て
、

高
砂
や
こ
の
繍
舟
に
軌
を
上
げ
て
、
と
謳
つ
た
け
れ
ど
も
、
調
子
の
外
れ
て
ゐ
る
の
に
人
々
あ
き
れ
て
、
附

．
け
よ
う
と
も
し
な
い
。
弱
つ
て
、
今
一
度
、
高
砂
や
こ
の
浦
舟
に
帆
を
上
げ
て
エ
ー
、
と
引
張
つ
て
見
た
け
れ

ど
も
、
鰹
も
何
と
も
い
ほ
ぬ
。
う
ろ
た
へ
た
あ
ま
り
に
、
助
け
舟
、
と
い
ふ
た
。



（2）「言葉のカ」

（日時） 1997年11月14日（金） 第2校時

・（授業者）
関口 隆一

（授業クラス）本校中学1年3級 男子41名

（研究テーマ）現代文。古文・漢文の連携を図る
～現代文

（教材） 大岡信「言葉のカ」（本文は岩波書店「『世界』主要論文選」による）

（単元設定の理由）

現教育課程，さらに今後予定されている新教育課程では，ますます授業時間の圧縮が求められ

そうな勢いである。本放では昨年度まで中・高6ケ年を見通した古典教材の編成を研究テーマと

してきたが，今年度は，古典を単独で扱うだけでなく，他の科目も含めて相互の連携をはかるこ

とをテーマとして掲げた。

「言葉の力」は発表以来広く教材として中学から高校まで用いられているが，今回は詩の単元

から谷川俊太郎の詩論を経て，この「言葉の力」まで，主に詩から言葉の問題を考える流れの中

で扱った。右文書院「高等学校 国語I」には近・現代の4人の詩人（三好達治・伊東静雄・草

野心平・谷川俊太郎）の作品が一作ずつ収録されており，それぞれの詩人の他の作品の紹介も含

めて読み進んだところで，谷川俊太郎の「世界へ！ －an agitation」を取り上もヂ，作者と読者

の関係，言葉の問題に目を向けさせた。この文章は現代の詩人の問題を取り扱っており，その間

題に対する筆者の考え方を示すと共に近代詩人批判にもなっているが，生徒には読者の立場から

その間題を考えさせることを狙っている。

「言葉の力」では，筆者が言葉の問題を取り上げるのに詩から入っていることもあるので，そ

れに合わせて読解を進めていく予定である。本文中には古典和歌を取り上むデている部分があるの

で，それが今回のテーマ設定に直接関わる部分となる。但し，現代文と古典との連携を考えるた

めには，直接の引用や影響関係の確認にとどまるのではなく，むしろ日本語・日本文学に対して

歴史的なつながりの実感を持てるまうになることが重要であり，それに関わる点として，今回は

詩歌の受容の場の相違に目を向けさせたい。

（授業展開） 全10時間（詩の授業は省略した）

第1時 「世界へ！一anagitation」前半の読解

第2時

第3時

第4時

第5時

詩人と読者の基本的な関係の理解。生活の場での詩の受容について。

「世界へ！－anagitation」後半の理解

一つ目の「ジレムマ」。詩人の社会性についての理解。

「世界へ！一anagitation」後半の理解

二つ目の「ジレムマ」。ことばの二塵性についての理解。

上の文章を踏まえた，詩に対する考えのまとめ。

「言葉のカ」読解。
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「っっましい言葉の大きな力」1回目。古代の詩の持つ力についての理解。

第6時（本時） 「言葉の力」読解。

「っつましい言葉の大きなカ」2回目。

第7時 「言葉の力」読解。

「っっましい言葉の大きな力」3回目。古典の持つ性質についての理解。

第8時 「言葉の力」読解。

「言葉の水面下の部分」1回目。「氷山の一角」としての言葉の理解。

第9時 「言葉の力」読解。

「言葉の水面下の部分」2回目。「言葉のささやかさ」についての理解。

第10時 「言葉の力」まとめ。

（本時の計画）

目標 1「言葉を贈り物にするという思想」について理解させる。

1和歌の贈答に見られる詩歌のあり方を，現代と対比させて考えさせる

展開 1 前回の授業の確認

2 内容把握

（カ プランス語の「贈り物」についての読解。

② 和歌の贈答の場面についての読解。

（卦現代の詩歌に対する見方からの考察。

（他科目との連携）

本年度の高校一年は現代文・古文・漢文の三人で授業を担当しているが，今回の授業ではその

うち1学期の古文で扱った「伊勢物語」との連携を念頭に置いた。1学期の古文では入門教材の

今昔物語に次いで，「伊勢物語」筒井筒の段を扱っている。これは幼なじみの男女の和歌の贈答

が中心に据えられていて，「大和の女」「高安の女」それぞれの歌の詠みぶりとそれに対する男の

反応が対照的に措かれている。本校研究報告第37集で，多くの教科書にとられている「伊勢物語」

の教材としての扱いにくさが指摘されているが，今回の「言葉の力」のような教材を取り上をヂて

相互に理解を深めることは，扱いにくい古典教材を効率的に指導するための一つの処方箋になる

ものと考えられる。
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椚－・・・首領のカ
や
れ
ゆ
え
い
ま
の
危
機
ほ
、
た
ん
な
る
政
治
露
で
も
軽
重
不
安
で

も
な
く
、
ま
し
て
や
寧
呼
の
r
危
轍
し
で
も
な
く
、
空
言
革
新
も
、

主
体
と
し
て
ゆ
る
や
か
に
自
己
潮
境
し
っ
つ
あ
る
愈
磯
で
ほ
な
い
か
・

私
ほ
、
僚
苛
も
承
新
も
、
富
の
普
も
っ
て
、
富
の
革
警
】
琴

ぇ
て
ほ
し
い
と
期
待
し
て
い
る
の
で
ほ
な
い
・
私
ほ
、
む
L
ろ
申
民
党

が
申
喝
す
る
こ
と
姦
押
す
る
・
L
か
L
金
棒
約
な
畠
己
鯛
欝
馨

ろ
L
き
ほ
、
資
僅
を
と
る
も
の
が
だ
れ
ひ
と
り
と
し
て
い
な
い
ま
窒

に
、
ゆ
っ
た
り
と
、
も
た
れ
あ
い
な
が
ら
一
週
靡
へ
の
讐
歩
ん
で
い

く
と
こ
ろ
に
あ
る
．
か
つ
て
、
日
中
嘲
脅
か
ち
太
平
簿
戦
争
に
ほ
い
る

と
き
養
う
だ
っ
た
．
や
し
て
方
向
ほ
逆
の
よ
う
で
あ
っ
た
が
、
八
・

芸
域
後
き
で
う
だ
っ
た
・
乳
た
ち
ほ
、
野
望
囁
か
ら
掛
重
義
へ

と
な
だ
ら
か
に
つ
づ
く
壕
茂
を
歩
い
た
・
あ
る
い
ほ
歩
か
き
れ
た
・
野

田
主
確
か
ら
雲
量
鞄
へ
の
移
劾
が
、
こ
ん
な
に
も
療
な
も
の
だ
と
、

だ
れ
が
予
怒
し
て
い
た
だ
ろ
う
・
い
孟
た
ち
は
、
ひ
三
と
L
た

ち
、
終
董
土
豪
か
ら
、
得
体
の
L
れ
な
い
管
領
玉
将
的
金
璧
義
へ
の

な
だ
ら
か
な
避
を
、
言
－
モ
ー
シ
…
の
よ
う
に
歩
い
て
い
る
の
か

も
し
れ
な
い
．
下
攣
し
て
い
く
こ
と
の
究
警
に
気
づ
か
な
い
ほ
ど
の

ス
ピ
ー
ド
で
．

か
つ
て
の
孟
軍
国
去
磯
の
柁
警
r
頗
資
佳
の
体
系
」
と
呼
ん
だ

の
ほ
、
冬
山
要
式
だ
っ
た
・
ぞ
れ
ほ
戦
時
中
の
1
親
密
任
の
体
系
J

で
あ
っ
た
．
い
ま
ほ
、
快
適
の
哲
学
の
な
か
で
の
、
平
和
の
時
代
の
な

か
で
の
「
無
変
位
の
倦
系
L
が
遊
行
L
て
い
る
・

ア
メ
リ
カ
の
轡
率
た
ち
に
い
ま
少
L
言
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
叢
変

革
ほ
、
外
か
ち
快
適
む
あ
た
え
ち
れ
る
こ
と
姦
督
し
・
内
が
わ
か
ら

解放嘉する遜虜である・芸がい雷どつの対抗文化とな
り
つ
つ
あ
る
．
や
れ
ほ
蚤
な
時
代
の
務
麟
で
あ
る
・

私
ほ
、
は
じ
め
に
、
私
は
1
成
色
の
喝
姶
し
鳥
ち
、
彼
女
た
ち
ほ

「
璧
す
生
し
芸
も
の
だ
と
零
い
た
・
私
ほ
、
じ
つ
凄
濁
な
簑

の
魅
力
に
滋
品
ほ
ど
督
し
な
い
年
齢
に
な
っ
て
い
号
や
の
こ
と
だ
け

で
、
じ
つ
ほ
い
孟
霊
へ
と
発
て
い
く
馨
姦
挙
る
カ
に
解

い
と
自
覚
す
る
．
そ
れ
姦
ウ
ニ
え
る
の
ほ
、
そ
の
魅
力
に
掌
ろ
L

い
カ
で
引
き
つ
け
ち
れ
て
い
る
羽
衣
の
r
質
す
軌
で
あ
る
・
彼
ち

が
、
そ
の
魅
力
に
と
り
つ
か
れ
な
が
ち
、
L
か
L
そ
の
魅
力
が
じ
つ
ほ

由
易
的
自
立
的
な
生
の
願
放
と
ほ
塔
通
い
と
い
う
こ
と
姦
感
す
る
こ

と
で
、
ほ
じ
め
て
ほ
ん
と
う
の
衆
ウ
ニ
え
が
可
能
と
な
る
・

乳
ほ
、
ニ
学
期
に
な
る
と
、
ま
た
療
雲
も
と
る
だ
ろ
う
・
私
ほ
、

凝
夜
霧
盟
を
終
る
∴
っ
こ
う
字
音
な
い
嘲
後
忍
摺
貰
を
・
私

は
、
少
女
た
ち
に
政
治
翰
旗
な
ど
、
L
た
く
も
な
い
・
た
だ
私
ほ
、
数

が
感
撃
し
た
こ
と
だ
け
姦
し
た
い
・
そ
L
て
私
が
感
勧
す
る
の
ほ
、

っ
ぬ
に
人
腰
と
な
っ
て
い
な
い
人
樹
だ
け
で
あ
る
こ
と
姦
し
た
い
・

そ
し
て
、
大
学
ほ
ま
っ
た
く
弗
政
治
的
な
少
女
た
ち
に
、
隻
芳
囁
の

な
か
で
人
腰
で
あ
る
こ
と
は
つ
望
ち
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
姦
だ
け

ほ
寧
し
た
い
†
生
清
と
蜜
済
の
つ
く
り
か
え
こ
ぞ
、
い
孟
た
ち
に
と

っ
て
、
食
も
肝
心
な
筒
塔
だ
と
思
う
か
ら
・

姦
の
ク
エ
マ
シ
ー
ン
だ
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
・
わ
れ
わ
れ
が
古
代

人
の
避
L
窟
蘭
を
あ
る
姦
ん
で
、
そ
れ
と
非
常
に
抒
白
い
と
思

ぅ
．
自
分
が
、
雷
済
と
い
う
通
路
む
と
お
し
て
舌
代
人
を
層
解
L
う
る

と
思
っ
た
と
き
ほ
、
い
わ
ば
晋
礪
と
い
う
タ
イ
ム
マ
シ
ー
ン
に
磨
っ

て
、
古
代
人
の
心
が
わ
れ
わ
れ
の
心
に
会
い
に
や
っ
て
卑
、
た
の
だ
と
も

雷
え
る
だ
ろ
う
．
晋
額
と
い
う
、
人
間
の
螢
大
の
幣
考
物
で
あ
り
、
ま

た
発
明
で
あ
る
と
こ
ろ
の
も
の
こ
そ
・
芸
苗
寧
小
税
の
作
者
が
タ
イ

ム
マ
シ
ー
ン
な
る
も
の
を
空
母
し
た
と
き
・
そ
の
萱
デ
ル
と
L
て
彼
の

鶴申轟き点し

え
、
私
ほ
思
う
こ

だ
っ
た
の
で
ほ
な
か
ろ
う
か
と
さ

ぅ
こ
と
む
も
琴
え
さ
せ
て
く
れ

る
嘗
賓
の
面
白
さ
を
、
昏
い
時
代
の
人
が
嘗
い
た
も
の
を
茂
む
と
き
に

ほ
と
り
わ
け
儀
く
感
じ
る
．
自
分
と
蹄
と
の
出
会
い
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
脅
え
る
と
す
れ
ば
、
ま
す
魚
初
に
そ
う
い
う
洩
に
つ
い
て
ふ
れ
す

に
は
†
重
さ
れ
な
い
と
思
わ
れ
た
の
で
あ
る
・

と
こ
ろ
で
、
諺
へ
の
架
橋
－
で
は
引
用
の
余
裕
が
な
く
て
部
費
L

た
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
人
々
の
野
に
、
こ
う
い
う
も
の
も
あ
っ
た
・

き
の
う
生
ま
れ
た
も
の
が
卑
、
ょ
う
は
死
ぬ

っ
か
の
間
の
う
ち
に
人
間
ほ
閤
に
投
げ
込
ま
ね

突
然
押
し
つ
ぶ
さ
れ
て
し
宰
つ

寄
び
に
敬
を
口
ず
さ
む
と
き
ほ
あ
っ
て
も

た
ち
ま
ち
噴
き
増
し
む
こ
と
に
な
る

卵
と
改
と
の
あ
い
だ
に
人
び
と
の
繁
分
ほ
変
わ
る

ひ
ら
じ
い
と
き
に
ほ
亡
骸
の
よ
う
に
な
り

南
榎
－
：
な
る
と
そ
の
神
と
も
強
り
食
い

む
の
ご
と
が
村
潔
l
こ
い
っ
て
い
る
と
き
に
ほ
宍
に
も
昇
る
な
ど
と

L
㌣
べ
る
く
せ
に

四
っ
た
と
キ
、
ほ
地
獄
に
落
ち
号
り
だ
と
わ
め
く

人
間
に
つ
い
て
描
写
し
搾
る
救
も
懸
濁
的
な
鍵
を
饗
均
し
て
い
っ
て

し
ま
え
は
、
こ
ん
な
税
贋
に
な
っ
て
L
宰
つ
の
で
ほ
な
い
か
と
思
わ
れ

る
ょ
う
な
蹄
で
あ
る
．
人
頭
文
明
ほ
数
千
卒
の
密
か
ら
た
し
か
に
驚
く

べ
き
発
堰
を
と
げ
て
き
た
が
－
人
間
が
自
分
白
身
を
嘲
ふ
る
と
き
、
彼

の
員
－
こ
映
る
人
間
の
イ
ノ
ジ
と
い
う
も
の
は
、
何
と
密
か
ら
変
ら
な
い

こ
と
か
と
、
少
々
呆
然
た
る
焚
綺
に
さ
え
さ
せ
ら
托
る
・
舌
代
の
搾
取

凍
現
の
中
に
は
、
号
っ
い
う
碍
怒
に
お
い
て
見
ら
れ
た
、
発
達
せ
ざ
る

方
の
人
間
像
の
鮮
や
か
な
正
嘗
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
・
そ
れ
ら
を
托
む

こ
と
ほ
、
懸
り
た
か
ぷ
っ
た
文
明
社
会
の
檎
成
苛
で
あ
る
わ
れ
わ
れ
に

と
っ
て
、
炭
天
に
敬
雨
を
浴
び
る
よ
う
な
さ
わ
や
か
な
橙
鶴
で
あ
り
う

る．

こ
れ
を
少
L
別
の
角
質
か
ら
統
め
て
み
た
い
・
な
ぜ
、
舌
代
の
河
ペ

り
の
民
の
欝
卑
あ
こ
し
た
も
の
が
、
数
千
卒
の
履
月
を
視
て
私
た
ち
を

潜
白
が
ら
せ
る
の
だ
ろ
う
か
・
あ
る
い
ほ
日
本
に
つ
い
て
潜
っ
て
も
、

妃
だ
磯
路
や
万
感
熱
の
欲
が
、
な
ぜ
今
8
の
わ
れ
わ
れ
に
も
鶉
く
訴
え

7i

大

岡

信
⑳
－
九
怒
八
塔
｛
昭
嘲
五
十
三
等
〓
尾
骨

言

葉

の

カ

懲
り
な
く
さ
さ
や
か
な
も
の
の
魚
虔
－
，
が
、
放
く
ぺ
合

力
を
発
繹
す
る
と
こ
ろ
に
層
詫
の
偉
大
な
力
が
あ
る

劫乃巧か・督こと（1田l．之．1昏－）

浄人▼文選何級脚現生依れ－

1幻母珂双大卒東砂脚．匁琴劉

一何科r野按と東野Jで汝厚され番．
r折々のうたJで勾櫓界雷虎乳翔

蒔ころからフランス齢ど外国喝で

亀頭持喝馳魯飽J踏臥恩乳彪

凱と毯広い分野で増田●良率ベン

クうプ℡威奄皮膚．肉】好⊂′啓伊東

にj†水府一、何輪頂こr兜の夜∫

一路人・℡飽粍J在仏

つ
つ
恋
し
い
嘗
深
の
大
き
な
カ

党
ご
ろ
碧
改
新
寄
の
一
倍
と
し
て
履
き
下
L
た
1
斡
へ
の
発
碑
b
の

プ
ロ
ロ
ー
グ
の
饗
で
、
私
ほ
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
で
舌
代
に
効
え
た
シ
ュ
メ

ー
ル
や
バ
ビ
ロ
ニ
ア
の
診
せ
引
用
し
た
．
そ
れ
ほ
、
い
う
ま
で
も
な
く

そ
れ
ち
の
渉
が
そ
れ
自
終
大
腰
興
瞭
ぶ
か
い
も
の
だ
か
ら
だ
が
、
乳
が

そ
れ
ら
に
つ
い
て
語
る
こ
と
か
ら
綺
と
の
出
会
い
の
俸
磯
を
昏
こ
う
と

L
た
の
に
ほ
、
も
う
【
つ
の
零
由
も
あ
っ
た
．

五
千
革
も
以
耶
に
さ
か
の
ぼ
る
時
代
の
人
遜
が
、
粘
土
を
叩
い
て
か

た
め
た
敬
に
か
た
い
繁
で
文
字
を
彫
り
刻
ん
で
寄
き
残
し
た
横
形
文

字
、
そ
れ
が
ょ
う
や
く
解
釈
さ
れ
る
ょ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
ま
だ
わ
す

か
一
世
紀
ほ
ど
L
か
凌
っ
て
い
な
い
．
五
千
率
の
成
月
を
経
て
そ
れ
ら

風
形
の
文
字
が
ふ
た
た
び
人
窺
共
通
の
持
物
に
な
り
、
わ
れ
わ
れ
に
さ

え
南
沢
姦
じ
て
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
、
響
い
か
え
れ

ば
、
そ
れ
ち
普
代
人
の
思
想
と
感
情
が
、
隣
人
の
そ
れ
よ
り
も
あ
る
澄

瞭
で
喝
取
な
形
を
も
っ
て
容
の
申
か
ち
立
ち
現
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
、

や
れ
が
私
に
ほ
何
と
い
っ
て
も
贋
輿
約
に
思
わ
れ
た
．
晋
襲
と
い
う
も

の
ほ
何
と
不
思
玖
な
も
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
感
勒
が
あ
っ
た
．
そ
の

思
い
を
終
り
た
く
て
、
揮
の
圃
を
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
捲
の
引
用
か
ら
始

め
た
わ
け
で
あ
る
．

r
人
の
熟
L
み
に
麹
婚
が
あ
る
．
考
え
て
ご
ら
ん
健
棒
も
あ
る
J
と
い

う
よ
う
な
械
轡
に
富
ん
だ
珍
が
、
や
れ
ほ
ど
に
も
督
の
人
々
の
間
で
語

ら
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
ほ
、
数
千
冬
の
時
代
の
澄
を
一
挙
に
ち

ぢ
め
て
し
望
う
こ
と
に
も
通
じ
て
い
た
．

つ
ま
り
嘗
礪
と
い
う
も
の
ほ
、
簸
い
嘩
間
と
い
う
も
の
を
一
瞬
に
し

て
と
び
こ
え
、
わ
れ
わ
れ
の
心
に
飛
び
込
ん
で
く
る
と
い
う
混
線
で
、

才8l－音符のカ

る
も
の
を
搾
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
．

谷
は
ま
こ
と
に
常
勝
で
、
今
日
わ
托
わ
れ
が
退
体
験
す
る
こ
と
が
き

わ
め
て
粍
か
L
い
音
代
人
の
曙
押
生
渚
の
僻
函
な
ど
と
】
応
朗
と
す
れ

i
g
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
人
々
の
鯵
に
L
て
も
拷
に
し
て
も
、
日
常
生
緒

の
非
常
に
さ
さ
や
か
な
審
び
、
悲
し
み
、
怒
り
、
絶
詔
と
い
っ
た
も
の

を
文
字
に
し
た
、
冥
に
さ
さ
や
か
な
費
現
で
あ
っ
た
、
そ
れ
ほ
日
常
生

活
の
退
屈
な
盛
返
し
を
見
つ
め
、
そ
こ
か
ら
反
鮫
L
て
自
分
の
心
に
見

入
り
つ
つ
敬
わ
れ
た
さ
さ
や
か
な
費
項
だ
っ
た
か
ち
、
時
代
を
轡
凡
て

心
に
好
く
も
の
と
な
っ
た
．

雷
繹
の
皮
肉
な
在
り
方
の
ひ
と
つ
に
、
大
げ
さ
な
嘗
鴻
ほ
わ
れ
わ
れ

恕
あ
ま
り
爵
さ
せ
す
、
逆
に
、
つ
つ
空
し
く
党
せ
ち
れ
た
さ
さ
や
か

な
晋
郊
が
、
し
ば
L
ぱ
人
を
深
く
柊
り
助
か
す
と
い
う
寧
繋
が
あ
る
．

私
は
日
ご
ろ
綺
む
箇
い
た
り
、
散
文
を
濁
っ
た
り
し
て
い
る
が
．
い

す
れ
の
餞
含
に
お
い
て
も
蔑
も
翳
か
L
い
の
ほ
、
自
分
が
－
番
カ
を
入

れ
て
雷
こ
う
と
し
て
い
る
こ
と
、
い
わ
l
き
思
い
詰
め
て
考
え
、
人
に
伝

え
た
い
と
思
っ
て
い
る
一
督
大
野
な
こ
と
む
ど
う
発
現
す
る
か
と
い
う

開
成
で
あ
る
．
幾
網
L
た
い
こ
と
は
俊
上
頒
の
雷
襲
で
諮
り
た
い
と
思

う
の
が
自
然
の
賓
求
で
あ
っ
て
、
そ
の
節
怒
ほ
報
い
．
け
れ
ど
も
．
弘

た
ち
が
採
っ
て
い
ろ
緻
上
級
の
哉
現
と
い
う
も
の
ほ
、
皮
内
な
こ
と

に
、
た
い
て
い
の
場
合
は
出
来
合
い
の
も
の
で
あ
る
．
絶
食
的
で
通
念

に
よ
っ
て
汚
さ
れ
、
ひ
か
ら
ぴ
た
裂
現
で
あ
る
噂
含
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

る
．
そ
の
例
鑑
は
政
治
家
た
ち
の
用
汚
の
中
に
い
く
ら
で
も
見
出
す
こ

と
が
で
き
る
．
魚
も
明
野
に
人
の
心
に
叩
き
こ
ふ
た
い
思
い
を
賓
現
す

る
の
に
は
、
出
発
食
い
の
大
げ
さ
な
螢
現
と
正
反
対
の
方
向
へ
む
か
っ

て
忍
を
探
さ
ね
i
g
な
ら
な
い
．
†
る
と
、
そ
の
瞬
間
か
ち
、
何
が
螢
も

そ
の
場
に
遼
L
た
承
現
で
あ
る
か
に
つ
い
て
の
、
揃
夜
の
争
凍
り
に
鋭

た
状
感
に
投
げ
こ
亙
れ
る
．
通
念
の
次
元
で
な
ち
き
わ
め
て
通
り
の
い

い
筏
潔
の
骨
箱
を
な
げ
す
て
た
瞬
間
か
ら
、
人
ほ
常
に
、
螢
初
の
一
掃

を
ど
う
発
す
る
か
、
と
い
う
、
い
つ
の
時
代
に
も
茨
ち
な
い
黎
額
螢
の

抑
歩
釣
で
究
榛
的
な
国
教
に
靡
た
に
雷
雷
し
な
け
れ
ば
な
ち
な
い
．

払
は
こ
う
い
う
問
属
に
つ
い
て
思
う
と
き
、
よ
く
中
原
中
也
が
β
妃

だ
っ
た
か
エ
ッ
セ
イ
だ
っ
た
か
の
や
で
懲
き
し
る
し
た
嘗
系
を
思
い
鬼

こ
す
一
や
将
ほ
「
筒
窺
ほ
紛
糾
し
て
ほ
い
な
い
．
野
盟
が
紛
糾
し
て
い

る
だ
け
だ
J
と
そ
こ
で
留
い
て
い
た
．
含
苗
ゆ
た
か
な
思
想
で
あ
る
．

た
し
か
に
．
間
腐
ほ
紛
糾
し
て
ほ
い
な
い
．
人
間
の
終
っ
て
立
つ
終
本

の
も
の
l
ま
、
そ
ん
な
l
こ
視
撼
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
わ
け
で
ほ
な
い
．

い
つ
の
時
代
に
も
人
ほ
生
活
者
と
し
て
生
き
、
愛
し
、
跨
り
、
裔
き
、

茂
み
と
い
う
こ
と
む
壊
適
し
て
い
て
、
い
か
に
夜
努
た
開
燭
も
そ
の
穐

紺
の
外
に
あ
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
．
も
ち
ろ
ん
一
人
の
人
間
の
r
生

活
し
l
ま
後
場
多
舷
で
あ
り
、
必
然
的
に
費
現
も
視
緒
多
岐
で
あ
ら
ざ
る

を
将
な
い
．
け
九
ど
、
そ
れ
ほ
依
然
と
L
て
8
々
の
さ
さ
や
か
な
営
み

の
中
で
徐
々
に
紹
威
さ
れ
、
構
成
さ
れ
て
ゆ
く
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の

節
絹
は
、
費
現
の
細
部
を
と
っ
て
ふ
れ
は
ど
の
細
部
も
そ
れ
自
称
と
L

て
ほ
さ
さ
や
か
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
聯
冤
と
正
確
に
照
応
L
合
っ
て



い
る
．
よ
く
騎
虎
さ
れ
、
裾
野
な
関
係
を
形
造
る
に
い
た
っ
た
さ
さ
や

椚

か
な
も
の
の
讐
●
り
が
、
巨
大
な
堵
果
を
生
む
の
で
あ
り
、
そ
の
g
大

な
箕
と
は
、
人
間
の
幾
っ
て
立
つ
繊
率
の
も
の
を
じ
か
に
常
食
っ
て

い
ろ
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
．

そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
大
げ
さ
な
骨
霜
が
わ
れ
わ
れ

を
感
動
さ
せ
ず
、
逆
に
、
つ
つ
ま
L
く
発
せ
ら
れ
た
き
さ
や
か
な
曾
孫

が
、
L
ぱ
し
ば
人
を
誘
く
細
り
鋤
か
す
理
由
も
納
得
が
ゆ
く
だ
ろ
う
．

さ
て
、
私
ほ
、
あ
る
日
、
フ
ラ
ン
ス
漆
の
静
電
を
見
て
い
て
野
白
い

晋
濱
恕
み
つ
け
た
．
そ
れ
ほ
「
紺
物
J
と
い
う
晋
濱
で
あ
る
．
好
物
と

●
－
＿
－
1

い
う
の
は
フ
ラ
ン
ス
跨
で
、
け
邑
g
弓
と
い
う
．
こ
の
浄
の
来
歴
に
つ
い

て
、
フ
ラ
ン
ス
の
帝
懲
は
次
の
よ
う
な
こ
と
を
雷
い
て
い
た
．
つ
史

■
J
ち

り
、
こ
の
際
は
r
団
L
「
懲
及
」
を
翠
瞭
ナ
る
ラ
テ
ン
諮
か
ら
派
生
し

て
き
た
漆
で
、
愈
初
l
ま
r
大
文
字
L
と
い
う
澄
啄
だ
っ
た
．
こ
れ
が
し

だ
い
に
、
r
経
を
塵
富
に
面
白
く
す
る
た
め
の
鱒
節
約
な
嘗
濱
J
を
澄

醸
す
る
ょ
う
に
な
？
た
．
そ
れ
が
十
七
世
紀
ご
ろ
の
こ
と
ら
し
い
．
そ

L
て
、
終
を
受
か
l
こ
面
白
く
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
か
ち
、
今
度
ほ
r
婦

人
の
た
め
の
究
嘲
ら
L
に
な
各
ょ
う
な
官
需
」
と
い
う
叢
を
も
つ
よ

う
に
な
っ
た
．
た
と
え
ば
男
が
女
の
叉
を
引
く
た
め
l
こ
蕗
腐
を
魔
笛
に

し
面
白
い
鐙
L
方
を
す
る
．
そ
れ
を
称
L
て
カ
ド
ー
を
女
に
与
え
る
、

と
い
う
風
l
こ
雷
っ
た
も
の
だ
ろ
う
．
そ
れ
が
や
が
て
、
1
常
襲
し
を
婦

人
に
困
る
だ
け
で
な
く
、
罪
障
に
r
物
L
を
縛
る
行
為
に
ま
で
拡
大
さ

れ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
．
十
八
世
記
宋
ご
ろ
か
ち
ほ
、
カ
ド
ー

と
い
う
嘗
欝
は
一
府
に
「
贈
物
し
と
い
う
澄
味
に
な
り
、
そ
れ
が
現
在

ま
で
す
っ
と
授
い
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
．

私
が
こ
れ
を
た
ま
た
ま
評
寄
で
見
て
面
白
い
と
思
っ
た
の
は
、
褒
初

嘗
欝
に
つ
い
て
用
い
ら
れ
ろ
欝
だ
っ
た
カ
ド
1
と
い
う
誇
が
、
や
が
て

ー

1
贈
物
し
を
澄
舜
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
．
わ
れ
わ
れ
が
紺

物
と
い
う
と
き
、
た
い
て
い
ほ
幼
を
贈
る
こ
と
を
窓
磯
す
る
．
物
に
托

し
て
自
分
の
緊
縛
を
摺
る
の
で
は
あ
る
が
、
椿
事
に
壊
さ
れ
る
の
ほ
大

偉
物
で
あ
ろ
の
が
瀞
通
で
あ
る
．
と
こ
ろ
が
フ
ラ
ン
ス
抒
の
贈
物
と
い

う
晋
濱
の
中
に
ほ
、
も
と
、
人
を
寄
は
せ
面
白
が
ち
せ
る
骨
霧
と
い
う

窓
嫁
が
あ
っ
た
．
人
を
甚
は
せ
る
た
め
に
嘗
濱
を
静
物
に
す
る
と
い
う

思
想
が
あ
っ
た
．
こ
れ
は
な
か
な
か
混
線
惑
い
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ

る
．
実
は
日
率
で
も
、
音
い
時
代
に
ほ
そ
う
い
う
恩
恐
が
あ
っ
た
．
現

代
に
お
い
て
ほ
晋
済
を
紺
物
に
す
る
と
い
う
思
想
は
、
わ
れ
わ
れ
の
な

か
に
自
覚
的
に
ほ
あ
ま
り
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
平
安
時
代
あ
た
り
に

ほ
、
富
澤
は
時
に
魚
苗
の
紛
物
だ
っ
た
．

そ
れ
ほ
ど
う
い
う
食
噴
か
と
い
う
と
、
晋
濱
の
贈
答
が
男
女
の
開
で

決
定
的
な
牧
胡
を
ほ
た
す
こ
と
が
多
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
．
も
ち
ろ

ん
、
そ
れ
は
和
歌
と
い
う
も
の
を
8
常
の
生
清
必
常
品
と
し
て
い
た
資

親
好
攻
の
こ
と
だ
が
、
後
ち
の
開
で
ほ
確
乎
に
近
づ
こ
う
と
す
る
と
き

紹
学
に
縛
る
も
っ
と
も
婁
な
呼
物
は
、
敬
だ
っ
た
．
敬
ほ
、
一
成
も

感
を
見
て
さ
え
い
な
い
女
恕
口
扱
き
お
と
す
の
に
用
い
ら
れ
る
名
刺
代

り
の
娩
拶
で
あ
り
、
個
性
と
欲
饗
の
見
せ
場
で
あ
り
、
も
ち
ろ
ん
域
澄

晋
に
あ
げ
ょ
う
J
と
晋
っ
た
と
す
る
．
や
の
曾
痛
が
、
娘
に
と
っ
て
ほ

永
く
忘
れ
ち
れ
な
い
細
物
と
し
て
心
に
殆
る
と
い
う
こ
と
ほ
、
あ
り
う

る
こ
と
で
あ
る
．
そ
の
風
致
は
万
人
の
た
め
に
存
在
し
て
い
る
風
致
だ

け
れ
ど
も
、
愛
し
合
う
こ
人
に
と
っ
て
は
．
飽
の
だ
れ
に
も
見
え
な
い

光
が
そ
の
風
食
姦
ち
L
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
つ
ま
り
そ
れ
は
こ
人

だ
け
の
た
め
の
風
食
な
の
だ
っ
た
．
男
の
さ
さ
や
か
な
晋
稲
を
過
し

て
、
】
つ
の
夙
費
ほ
娘
の
申
に
、
ほ
か
の
人
に
ほ
見
え
な
い
あ
る
輝
き

と
と
も
に
、
別
の
一
風
祭
と
な
っ
て
悼
ふ
つ
く
．
す
な
わ
ち
妓
女
ほ
、

他
の
何
も
の
を
も
っ
て
し
て
も
督
え
が
た
い
翰
物
を
受
取
る
の
で
あ

る
．
8
の
嗣
の
風
致
ほ
、
そ
う
い
う
－
人
の
人
間
の
発
す
ろ
雷
礪
が
付

け
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
紺
物
J
と
な
る
．

た
し
か
に
、
贈
物
と
い
う
の
ほ
さ
さ
や
か
な
も
の
で
あ
っ
て
い
い
．

さ
さ
や
か
だ
か
ら
こ
そ
．
や
れ
ぉ
も
ち
っ
た
ほ
う
で
ほ
、
自
分
の
心
の

中
で
そ
れ
を
硬
め
、
も
て
あ
そ
ぴ
、
発
し
む
こ
と
も
で
き
る
．
大
切
な

こ
と
ほ
、
ま
こ
と
に
平
凡
な
渚
だ
が
、
心
ポ
ニ
も
っ
て
い
る
か
い
な
い

か
l
：
あ
っ
て
、
物
や
金
礪
の
大
小
に
は
な
い
．
「
今
8
の
こ
の
盈
衆
を

潜
に
あ
げ
よ
う
J
と
い
う
嘗
孫
が
そ
れ
を
発
L
た
常
客
と
そ
れ
を
珂
く

絶
と
の
脚
係
に
お
い
て
、
曳
か
な
啓
発
を
帝
で
る
か
ど
う
か
が
、
大
切

な
噂
－
の
こ
と
で
あ
る
．

r
晋
系
の
力
し
と
い
う
と
き
、
ま
す
払
の
食
珂
l
こ
浮
か
ぷ
の
ほ
こ
う
い

う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
．
1
嘗
常
の
力
J
と
い
う
現
員
ぉ
か
か
げ
た

路
な
ら
、
雷
礪
と
い
う
も
の
の
怜
大
さ
を
あ
れ
こ
れ
籍
均
す
ろ
に
ち
が

い
な
か
ろ
う
、
と
思
わ
托
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
私
は
む
L
ろ
、
晋
窮

と
い
う
も
の
の
さ
さ
や
か
さ
を
強
訴
し
た
い
．
一
つ
一
つ
の
嘗
環
ほ
ま

こ
と
に
細
り
な
い
、
さ
さ
や
か
な
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
い
い
た
い
．

し
か
し
そ
の
、
織
り
な
く
さ
さ
や
か
な
も
の
の
奥
ま
り
が
、
噂
あ
っ
て

凝
く
べ
き
カ
を
発
絆
す
る
と
こ
ろ
に
、
冥
ほ
晋
洛
の
潜
も
今
も
淀
ら
な

い
繰
大
な
カ
が
あ
る
の
だ
っ
た
－
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
琴
え
る
た
め

に
、
ご
く
単
純
な
開
成
む
取
り
上
暮
デ
て
ふ
た
い
．

牧
界
に
ほ
、
傑
作
と
い
わ
れ
る
蹄
や
劇
や
小
扱
が
沢
山
あ
る
．
し
か

し
、
こ
れ
ほ
傑
作
だ
か
ら
ぜ
ひ
改
ん
で
お
き
た
ま
え
、
と
人
に
い
わ
れ

た
も
の
女
校
ん
で
み
た
け
れ
ど
、
ぜ
ん
ぜ
ん
面
白
く
な
か
？
た
と
い
う

楼
駿
む
す
る
こ
と
ほ
少
な
く
な
い
．
退
屈
し
て
投
げ
出
し
て
L
宰
つ
と

い
う
こ
と
は
L
l
g
L
ぱ
あ
る
．
音
典
的
傑
作
と
い
う
か
ら
に
ほ
、
よ
ほ

ど
そ
こ
に
ほ
尋
常
な
ら
ざ
る
知
澄
の
渚
晶
が
あ
り
、
す
ば
ら
し
い
蜜
現

が
あ
り
、
そ
れ
と
攻
め
は
今
ま
で
知
ち
な
か
っ
た
倣
界
が
わ
が
も
の
と

な
り
、
自
分
が
一
段
と
成
典
し
た
上
う
な
冥
感
を
味
わ
え
る
だ
ろ
う
、

と
い
う
上
う
な
こ
と
ぉ
琴
え
な
が
ち
忠
実
ご
ん
で
と
び
つ
い
て
み
る

と
、
こ
れ
が
ど
う
も
勝
手
が
ち
が
っ
て
、
雷
白
く
な
い
．
そ
こ
で
、
と

び
つ
く
の
も
早
け
れ
は
投
げ
槍
て
る
の
も
早
く
、
さ
っ
さ
と
搾
れ
て
し

ま
う
こ
と
に
な
る
．
そ
う
な
る
の
も
勉
喝
は
な
い
と
思
わ
れ
ろ
革
悌
が

あ
っ
て
、
そ
れ
ほ
ひ
と
つ
に
ほ
期
待
が
鴇
す
ぎ
る
の
だ
．
筏
々
に
L
て

人
ほ
音
興
の
中
に
性
急
に
何
ら
か
の
鎗
晶
化
し
た
触
感
や
教
訓
を
求
め

ゆ
く
傾
向
が
あ
っ
て
、
現
繋
に
ほ
そ
ん
な
も
の
は
滅
多
に
な
い
か
ち
、

81

糊一首河のカ

の改密の普だった・それに対する女の退蔵は、敏女の遊金を
決
定
す
る
可
能
性
の
あ
る
富
山
垂
不
の
飽
こ
の
学
段
だ
っ
た
．

そ
の
河
谷
は
罷
凍
寒
人
同
士
が
手
渡
し
す
る
わ
け
で
ほ
な
く
、
償
い

の
少
率
な
ど
を
充
ち
せ
た
の
だ
っ
た
・
敢
を
し
る
し
た
乎
故
ほ
、
季
節

琴
昏
に
嘆
い
て
い
る
花
の
枚
と
と
も
に
頼
争
の
も
と
に
と
ど
け
ら
れ

た
・
花
も
皇
た
・
雷
覇
の
禰
助
草
原
と
し
て
用
い
ら
れ
た
．
女
は
そ
れ

ち
を
見
て
、
す
ぐ
に
遺
し
の
敬
を
雷
く
囁
食
も
あ
っ
た
し
、
に
ぎ
り
つ

ぶ
す
こ
と
も
あ
っ
た
・
男
も
同
額
で
あ
る
．
何
と
い
っ
て
も
女
の
ほ
う

が
茶
飼
に
相
争
の
敬
を
見
た
だ
ろ
う
・
敬
を
改
ん
で
、
こ
の
舜
は
冥
が

あ
り
号
っ
だ
と
か
、
才
能
が
弁
償
に
あ
り
や
う
だ
と
か
の
判
断
姦
の

申
で
茶
飼
に
皮
濁
し
た
は
ず
で
あ
る
．
そ
う
い
う
形
だ
っ
た
か
ち
、
こ

れ
ほ
菩
－
と
に
不
安
定
な
求
愛
で
あ
り
、
速
答
だ
っ
た
．
や
れ
で
慈
鎮

に
・
鎗
ば
れ
た
り
藩
ば
れ
な
か
っ
た
り
す
る
．
女
は
、
率
凋
に
な
っ
た

り
不
率
に
な
っ
た
り
す
る
・
や
の
遜
命
を
決
め
る
ペ
く
か
わ
さ
れ
て
い

る
敬
と
い
う
の
ほ
、
し
た
が
っ
て
・
な
か
な
か
も
っ
て
蕊
大
な
紺
物
と

い
わ
ね
暮
g
な
ら
な
か
っ
た
・
富
澤
を
細
る
・
そ
の
贈
物
が
将
卒
に
梵
－
こ

入
る
か
釆
に
入
ち
な
い
か
t
そ
れ
が
明
日
か
ち
の
生
活
を
左
右
す
李
－

と
に
も
な
っ
た
．

と
こ
ろ
で
、
な
ぜ
嘗
頚
の
ょ
う
な
も
の
が
贈
物
に
な
り
将
た
の
だ
ろ

う
か
・
思
う
に
、
和
歌
一
骨
－
懲
は
冥
に
さ
さ
や
か
な
も
の
に
す
ぎ
な

い
・
今
已
私
た
ち
が
改
む
こ
と
の
で
き
る
そ
れ
ち
の
敬
の
数
々
を
改
ん

で
み
れ
は
、
モ
れ
ら
の
あ
ま
り
の
平
凡
さ
に
か
え
っ
て
驚
か
さ
れ
る
と

い
う
よ
う
な
も
の
で
あ
る
・
そ
れ
も
当
惑
の
こ
と
だ
っ
た
．
五
七
孟
七

七
、
わ
す
か
茎
丁
妄
字
の
和
歓
と
い
う
も
の
ほ
、
ど
ん
な
に
エ
失
し

て
み
て
も
ご
く
わ
ず
か
な
寧
柄
し
か
い
え
ほ
し
な
い
．
け
れ
ど
も
、
そ

れ
ほ
一
度
に
は
わ
す
か
な
こ
と
し
か
い
え
な
い
が
ゆ
え
に
、
か
え
っ
て

徐
々
に
相
手
の
心
に
静
通
し
て
ゆ
く
も
の
と
な
り
、
浄
写
の
繰
返
L
な

通
じ
て
し
だ
い
に
互
い
の
心
が
見
え
て
く
る
と
い
う
効
果
が
生
じ
た
の

だ
っ
た
．

わ
れ
わ
れ
が
人
に
贈
物
を
す
る
と
き
の
こ
と
を
考
え
て
み
る
と
、
こ

の
間
恩
ほ
一
層
よ
く
わ
か
る
だ
ろ
う
・
つ
富
ソ
、
扱
か
に
紺
物
を
す
る

噂合、姦の辞骨に破ったものむいきなり確率に締りつけたと
す
ろ
・
将
卒
の
ほ
う
で
ほ
凝
く
・
ま
と
も
な
人
間
な
ら
、
な
ん
で
こ

ん
な
も
の
を
給
っ
て
き
た
の
か
と
い
ぷ
か
し
く
思
い
、
途
惑
に
さ
え
感

じ
る
の
が
優
遜
で
あ
る
・
l
立
て
ほ
避
に
疑
心
密
鬼
に
さ
え
な
る
か
も
し

れ
な
い
・
い
っ
た
い
な
に
を
考
え
て
こ
ん
な
こ
と
恕
す
る
の
か
、
こ
の

人
は
ー
不
釣
合
に
蔑
な
も
の
恕
柑
る
と
い
う
こ
と
は
、
相
雷
露

藩
か
な
く
さ
せ
る
点
で
逆
効
果
で
さ
各
署
だ
ろ
う
．
さ
さ
や
か
な
細

物
こ
そ
、
か
え
っ
て
人
の
心
を
よ
く
相
単
に
伝
え
る
．

た
と
え
ば
零
し
い
督
卒
と
扱
が
好
き
食
っ
た
と
き
、
ど
ん
な
細
物
を

す
る
だ
ろ
う
か
・
物
は
縛
れ
な
く
と
も
、
曾
孫
を
紺
る
こ
と
は
で
き
ろ

だ
ろ
う
・
あ
る
8
こ
人
で
ど
こ
か
ヘ
ビ
ク
エ
ッ
ク
に
い
く
．
発
し
い
山

が
あ
り
淘
が
あ
る
・
収
に
ー
こ
ん
な
官
濱
－
ま
キ
ザ
に
野
え
る
か
も

しれないが‡骨卑が恋人に向かって、r今8のこの夙資を
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失
望
す
る
冶
梵
に
な
る
．
音
典
を
托
む
た
め
に
ほ
、
む
し
ろ
こ
と
さ
ら

に
時
間
が
必
賓
だ
L
、
そ
の
作
品
の
生
れ
出
た
時
代
碍
現
に
瑚
す
る
知

汲
も
必
窄
で
、
つ
ま
り
何
度
も
頒
返
し
て
徐
々
に
深
入
り
L
て
ゆ
く
ほ

か
な
い
の
が
者
興
と
い
う
も
の
な
の
で
あ
る
．

そ
れ
と
い
う
の
も
、
音
輿
と
し
て
多
く
の
人
々
に
食
い
撥
月
仰
が
れ

て
き
た
番
物
は
、
決
し
て
ど
ぎ
つ
く
入
日
を
窓
く
よ
う
な
名
文
句
に
潤

ち
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
号
－
で
倣
わ
れ
て
い
ろ
嘗
常
ほ
、

あ
た
り
空
え
の
晋
濱
が
多
い
の
で
あ
ろ
．
ふ
だ
ん
人
が
想
わ
な
い
ょ
う

な
珍
し
い
常
襲
を
ふ
ん
だ
ん
に
傑
っ
て
懸
か
れ
た
千
首
不
滅
の
傑
作
な

ど
と
い
う
も
の
ほ
、
ま
す
全
く
な
い
と
い
っ
て
い
い
．
深
作
と
い
う
も

の
の
す
ば
ち
し
さ
は
、
一
団
－
誇
と
っ
て
み
る
と
冥
に
優
遇
の
骨
濁
で

静
か
れ
て
い
る
慮
に
あ
る
と
晋
凡
骨
え
る
だ
ろ
う
．
こ
れ
ほ
傑
作
だ
か

ち
銃
ん
で
み
な
さ
い
、
と
櫓
贋
さ
れ
て
飲
ん
で
み
た
が
一
向
に
つ
ま
ら

な
か
っ
た
・
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
生
じ
る
の
も
、
－
免
責
で
平
凡

な
の
が
沓
輿
と
い
う
も
の
の
通
性
だ
か
ち
で
あ
ろ
．
そ
の
と
き
自
分
の

心
が
そ
れ
に
対
し
て
常
夜
に
入
っ
て
い
け
な
い
よ
う
な
と
き
ほ
、
そ
こ

に
密
か
れ
て
い
る
こ
と
ほ
全
く
あ
り
ふ
れ
た
こ
と
と
し
か
思
わ
れ
な

い
．
号
っ
い
う
も
の
が
音
輿
と
い
う
も
の
で
あ
る
ら
し
い
．

払
も
8
本
文
学
の
音
典
、
拘
歌
に
つ
い
て
い
え
は
1
万
霧
衆
ゝ
と
か

1
沓
今
偽
し
と
か
と
沈
ん
で
き
た
．
1
万
端
熟
し
の
繊
食
に
ほ
1
初
め
て

沢
ん
だ
と
き
で
も
感
興
を
そ
そ
ち
れ
る
故
が
少
な
く
な
か
っ
た
が
、

r
音
今
集
J
の
場
合
は
、
と
て
も
そ
う
は
い
か
な
か
っ
た
．
お
し
な
べ



て
藩
な
も
の
で
ほ
な
い
か
、
と
思
っ
た
．
そ
れ
に
は
正
岡
子
規
の
督

拗

空
輸
の
彫
轡
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
l
統
ん
で
い
き
な
り
こ

ち
ら
に
分
る
も
の
を
性
急
に
求
め
て
い
た
た
め
、
つ
ま
り
、
て
っ
と
り

ば
や
く
「
音
今
鶉
と
ほ
何
か
し
r
奇
今
泉
の
革
賓
と
は
L
と
い
う
こ
と

を
分
か
ら
せ
て
く
れ
る
も
の
を
そ
こ
に
見
つ
け
よ
う
と
し
て
い
た
た

め
、
か
え
っ
て
r
音
卑
猥
ゝ
ぞ
の
も
の
の
中
に
入
れ
す
に
い
た
の
だ
っ

た
．
そ
う
い
う
期
待
を
も
っ
て
奴
ん
で
み
る
と
、
そ
こ
に
ほ
花
だ
の
ホ

ト
ト
ギ
ス
だ
の
瀦
だ
の
丹
だ
の
ば
か
り
が
日
に
つ
い
て
、
何
と
も
の
っ

ペ
ち
ぼ
う
な
、
平
凡
な
せ
界
L
か
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
、
－
衆
愚
し
て
し

患
う
の
で
あ
る
．
必
黎
な
の
ほ
、
花
や
月
を
そ
の
よ
う
に
大
琴
に
し
て

い
た
綺
辞
そ
の
も
の
の
構
逮
を
知
る
こ
と
だ
が
、
そ
れ
は
徐
々
に
し
か

見
え
て
こ
な
い
．
L
か
L
そ
れ
が
徐
々
に
見
え
て
く
る
と
．
に
わ
か
に

「
甘
今
泉
b
と
い
う
も
の
が
雷
白
く
な
っ
て
く
る
．

こ
う
い
う
わ
け
だ
か
ら
、
音
輿
変
人
暮
こ
掩
賞
す
る
の
は
、
冬
鳥
ほ
非

常
に
む
つ
か
し
い
こ
と
で
あ
る
．
1
沓
卑
猥
ゝ
の
こ
の
敬
ほ
面
白
い
か

ち
汲
ん
で
ご
ち
ん
な
さ
い
、
と
い
う
ょ
う
な
こ
と
は
、
段
々
し
く
晋
う

こ
と
が
で
卑
、
な
い
．
そ
れ
お
や
る
と
、
あ
る
い
は
そ
う
で
な
け
れ
ば
額

辛
が
自
分
で
発
見
し
て
好
き
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
歌
を
、
あ
ち
か
じ

め
妓
わ
せ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
．

噂
周
こ
う
い
う
間
曙
ほ
、
音
輿
と
よ
ば
れ
る
よ
う
な
作
品
の
晋
発
と

い
う
も
の
が
、
桑
野
的
に
は
ご
く
さ
さ
や
か
で
当
た
り
ま
え
な
も
の
の

遵
な
り
で
あ
る
た
め
に
免
じ
る
筒
腐
だ
と
い
え
よ
う
．
そ
の
さ
さ
や
か

な
も
の
の
静
観
に
巨
き
な
も
の
が
見
え
て
く
る
ま
で
ほ
、
音
典
作
品
な

ど
と
い
う
も
の
ほ
、
嘗
っ
て
み
れ
事
∫
厨
同
然
で
あ
る
．
し
か
し
こ
ち
ら

の
心
が
そ
の
世
界
に
し
だ
い
に
入
り
こ
ん
で
い
け
る
よ
う
に
な
る
と
、

そ
れ
ほ
屑
で
は
な
く
て
、
蚤
に
な
る
．

晋
露
の
水
面
下
の
部
分

今
、
雷
寮
を
大
切
に
し
よ
う
と
多
く
の
人
が
督
う
．
嘗
讃
を
変
L
ま

し
ょ
う
、
嘗
霧
を
守
り
ま
し
ょ
う
と
多
く
の
人
が
骨
う
．
そ
の
頃
合
、

根
本
の
間
毯
は
、
そ
の
大
帝
な
常
時
ら
し
い
甘
済
と
い
う
の
は
．
冥
ほ

そ
の
へ
ん
に
ご
ろ
ご
ろ
転
が
っ
て
い
る
あ
た
り
ま
え
の
日
常
の
骨
箱
な

ん
だ
と
い
う
こ
と
に
対
す
る
敬
し
た
認
扱
が
あ
ろ
か
な
い
か
と
い
う
こ

と
だ
ろ
う
．
そ
の
へ
ん
に
乾
が
っ
て
い
る
雷
濱
以
外
に
、
欝
聯
ら
し
い

晋
郊
な
る
も
の
ほ
な
い
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
叉
が
つ
い
て
く
る
と
、
私

た
ち
の
ロ
を
つ
い
て
出
て
く
る
】
諮
一
緒
の
大
切
さ
が
、
し
ん
か
ら
わ

か
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
．
ど
こ
か
例
の
堵
祈
に
、
万
人
が

∵
せ
い
に
汲
め
る
よ
う
な
、
應
が
見
て
も
常
時
ら
し
い
と
い
う
緒
別
な

雷
宗
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
僻
め
率
っ
て
い
る
の
が
雷
頭
を
愛
す
る
こ
と

で
あ
り
、
官
需
を
永
寧
に
す
る
こ
と
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
ん
な
常
勝
な

應
は
な
い
．
よ
く
、
「
狩
を
寄
こ
う
と
思
っ
て
も
、
診
療
が
貧
弱
で

…
…
し
と
電
う
人
が
い
る
．
弘
ほ
つ
ね
づ
ね
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
り
う

る
も
の
か
ど
う
か
疑
わ
し
く
思
っ
て
い
ろ
．
自
分
以
外
の
ど
こ
か
に

「
抒
療
L
の
言
犀
が
あ
る
か
の
よ
う
に
粥
こ
え
る
か
ら
だ
．
問
塔
ほ
紛

そ
の
中
l
こ
ほ
、
自
然
科
学
や
哲
学
や
催
辞
そ
の
他
．
訂
柊
仝
静
的
な
分

頭
の
も
と
で
の
忠
常
の
断
片
が
ぉ
び
た
だ
し
く
逆
ね
ら
れ
て
い
ろ
が
、

そ
の
な
か
に
私
を
ぴ
っ
く
り
さ
せ
た
雷
諮
が
あ
る
二
．
見
え
る
も
の
ほ

見
え
な
い
も
の
に
さ
わ
っ
て
い
る
．
聞
え
る
ち
の
は
耐
え
な
い
も
の
に

さ
わ
っ
て
い
る
．
そ
れ
な
ち
i
∫
、
考
え
ら
れ
る
ち
の
ほ
考
え
ら
れ
な
い

も
の
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
は
す
だ
L
．
こ
れ
ほ
狩
人
の
証
攻
が
と
ら
え
た

大
変
に
腐
い
網
欝
を
あ
ち
わ
し
て
い
る
官
需
で
あ
ろ
．
つ
ま
り
わ
れ
わ

れ
が
琴
え
る
こ
と
の
で
卑
、
る
も
の
の
政
界
ほ
、
似
ち
れ
て
い
て
さ
さ
や

か
で
あ
る
．
し
か
し
、
そ
の
考
え
ち
れ
る
も
の
が
考
え
ち
れ
な
い
ん
の

に
じ
か
に
さ
わ
っ
て
い
る
こ
と
ほ
、
雷
い
か
え
れ
は
、
耕
暇
な
る
も

の
、
さ
さ
や
か
な
も
の
が
じ
か
に
無
根
な
る
も
の
に
さ
わ
っ
て
い
ろ
と

い
う
こ
と
だ
．
い
か
に
も
狩
人
の
鑑
現
約
な
教
機
だ
が
、
あ
る
神
秘
な

鑑
が
り
を
秘
め
て
い
る
．

哲
学
者
が
こ
れ
を
究
め
ば
、
そ
こ
に
哲
学
的
拭
思
へ
の
狩
取
な
き
っ

か
け
姦
ち
れ
ろ
か
も
し
れ
な
い
し
、
窒
た
た
と
え
ば
歯
家
が
こ
う
い

う
琴
え
に
打
た
れ
た
な
ら
、
ひ
ょ
つ
と
し
て
一
生
の
蛇
凋
に
な
る
よ
う

な
癖
ハ
帝
攻
の
変
化
と
い
う
も
の
が
生
じ
る
か
も
L
れ
な
い
．
絶
え
る
も

の
に
さ
わ
っ
て
い
る
と
い
う
見
え
な
い
も
の
を
、
ど
う
や
っ
て
廠
流
に

描
く
か
．
督
飛
死
に
と
っ
て
も
、
野
人
る
も
の
に
亡
わ
っ
て
い
る
と
い

う
想
え
な
い
も
の
を
、
ど
う
や
っ
て
昏
瀬
の
世
界
の
も
の
に
す
る
か
．

す
べ
て
、
粍
問
で
あ
る
．
し
か
し
、
刺
通
釣
な
刑
職
を
秘
め
た
鞄
㈲
で

あ
る
．
そ
し
て
、
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
双
づ
い
て
凝
か
ざ
る
を
締
な
い

の
り
、
／
ヴ
γ
－
リ
ス
が
こ
の
興
行
き
の
あ
る
恩
思
姦
る
の
に
、
三

こ
と
に
さ
さ
や
か
な
爪
音
窮
し
か
用
い
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
．

披
ほ
あ
た
り
三
え
の
常
爺
を
伐
っ
て
簡
潔
に
番
い
て
い
る
．
し
か
L
そ

こ
で
沼
ち
れ
て
い
る
忠
相
仙
ほ
、
飽
か
な
贋
抑
の
可
紘
性
を
秘
め
て
い

一
つ
〝こ
の
上
う
に
見
て
く
る
と
、
払
た
ち
が
し
l
f
し
l
∫
用
い
て
諮
る
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
℡
ン
と
い
う
雷
詞
に
つ
い
て
も
、
菅
苧
ふ
れ
て
お
き
た
く

な
る
．
払
ほ
、
8
常
盤
清
に
お
い
ト
て
ほ
も
ち
ろ
ん
、
文
普
の
中
で
も
、

上
は
ど
必
繋
に
せ
ま
ら
れ
た
場
合
で
な
い
と
1
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
℡

ン
し
と
い
う
突
放
を
用
い
て
諮
り
た
く
な
い
と
い
う
、
や
や
偏
見
的
な

惣
成
を
持
っ
て
い
る
人
間
で
あ
る
．
思
う
に
、
人
の
心
と
心
の
ふ
れ
合

い
と
い
う
こ
と
ぉ
膳
る
た
め
に
ほ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
タ
ン
と
い
う
外

文
語
は
あ
ま
り
後
に
立
た
な
い
．
空
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い

う
甘
窮
を
用
い
て
堺
が
冶
じ
ち
れ
ろ
領
域
で
l
ま
、
大
前
操
と
し
て
、
人

の
澄
恩
は
餃
わ
ら
な
い
上
り
倍
わ
る
方
が
ょ
い
、
し
か
も
上
り
早
く
、

広
く
伝
わ
る
方
が
よ
い
と
い
う
静
思
の
考
え
方
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

が
．
払
は
人
問
と
い
う
も
の
に
も
う
少
L
例
の
時
間
が
あ
る
こ
と
の
方

を
大
切
に
思
っ
て
い
る
の
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
彗
ン
と
い
う
ビ
カ
ビ

カ
L
た
曾
礪
に
な
じ
め
な
い
．
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
誉
ン
ほ
訳
せ
ば
r
伝

授
」
と
か
r
適
陪
し
と
い
う
混
練
だ
が
、
人
将
の
叉
持
と
い
う
も
の
は

そ
ん
な
に
環
軌
l
こ
伝
わ
る
も
の
で
ほ
な
い
と
い
う
、
わ
れ
わ
れ
が
体
級

的
に
知
っ
て
い
ろ
革
冥
ほ
、
な
か
な
か
大
切
な
間
層
か
こ
不
し
て
い
る
の

91

乃，－℡現の力

糾
し
て
い
な
い
の
に
野
鼠
が
紛
糾
L
て
い
る
一
例
で
は
な
い
か
と
恩

ス
ノ
●

8
常
用
い
て
い
る
あ
り
ふ
れ
た
雷
寛
が
、
そ
の
風
合
わ
せ
方
や
、
発

せ
ち
れ
る
噂
と
喝
食
に
上
っ
て
、
と
つ
ぜ
ん
凝
い
カ
を
も
っ
た
嘗
常
に

変
貌
す
る
・
そ
こ
に
こ
そ
、
「
嘗
礪
の
カ
し
の
変
幻
た
だ
な
ち
ぬ
あ
ら

わ
れ
が
あ
り
、
そ
こ
に
こ
そ
嘗
濱
と
い
う
も
の
を
用
い
る
こ
と
の
不
惑

餞
さ
・
恐
ろ
し
さ
さ
え
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
．
な
ぜ
そ
う
い
う
こ
と
が

生
じ
る
の
だ
ろ
う
か
．
鱒
燭
の
と
こ
ろ
、
夢
椚
は
次
の
一
息
に
鱒
潜
す

る
だ
ろ
う
・
づ
ま
り
、
わ
れ
わ
れ
が
償
っ
て
い
る
雷
頚
ほ
永
山
の
一
角

だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
．
氷
山
の
滋
野
下
に
沈
ん
で
い
る
欝
分
ほ
な
に

か
・
そ
れ
ほ
、
そ
の
官
需
を
発
し
た
人
の
心
に
ほ
か
な
ら
す
、
ま
た
そ

の
心
が
、
同
じ
く
督
濱
の
海
面
下
の
部
分
で
伝
わ
り
合
う
他
人
の
心
に

ほ
か
な
ら
な
い
・
私
た
ち
が
用
い
て
い
る
晋
冤
ほ
、
心
の
そ
う
い
う
濁

謬
恕
ほ
ん
の
ち
ょ
つ
ぴ
り
の
ぞ
か
せ
る
窓
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
、

私
た
ち
は
そ
れ
を
の
ぞ
き
こ
み
な
が
ら
将
卒
の
畏
ま
で
理
解
し
ょ
う
と

た
え
す
努
め
て
い
る
の
で
あ
る
．
現
代
の
作
品
を
托
む
場
合
で
も
、
自

分
が
辞
常
l
こ
感
動
L
た
あ
る
作
品
女
、
飽
人
が
、
な
ん
だ
こ
れ
ほ
、
つ

ま
ち
な
い
、
と
思
い
姶
て
る
の
ほ
、
そ
の
人
に
ほ
、
た
ま
た
ま
晋
賓
の

氷
山
の
下
飼
の
啓
分
の
雷
白
さ
が
感
じ
と
れ
な
か
つ
た
か
ら
で
あ
る
．

有
の
ぞ
つ
な
こ
と
は
、
別
に
日
新
L
い
嘗
見
で
も
な
ん
で
も
な
い
．

☆
代
の
イ
ン
ド
人
は
、
も
っ
と
上
野
な
晋
い
方
で
そ
れ
を
挽
明
し
て
い

る
‥
ハ
ク
モ
ン
教
の
璽
輿
†
リ
グ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
搾
取
山
の
中
に
、
宇
雷

別
途
に
閲
逸
し
て
、
雷
綺
ほ
1
四
儲
の
四
分
の
ご
か
ち
成
る
と
い
う

こ
と
を
の
べ
た
】
節
が
あ
る
．
つ
ま
り
、
普
茶
に
は
四
億
還
あ
る
、
そ

し
て
そ
の
う
ち
の
三
つ
は
秘
密
に
施
れ
て
い
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
．

こ
の
放
め
い
た
骨
捲
鎗
に
つ
い
て
、
私
ほ
以
前
次
の
よ
う
な
解
釈
を
汲

ん
だ
こ
と
が
あ
る
・
つ
ま
り
、
愈
初
の
四
分
の
一
ほ
、
絶
対
者
そ
の
も

の
、
攣
記
餞
対
螢
が
自
己
自
身
を
冥
現
し
ょ
う
と
す
る
骨
帝
、
警
一

に
、
絶
対
嶺
が
自
己
を
費
現
し
ょ
う
と
†
る
嘗
謂
、
そ
し
て
凝
四
に
、

こ
れ
だ
け
が
外
鐸
に
脅
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
、
わ
れ
わ
れ
人
間
が
通
常

用
い
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
雷
濱
．
・
音
代
イ
ン
ド
人
の
思
想
の
翰
確
率
が

い
か
ん
な
く
発
揮
さ
れ
て
い
る
考
え
方
だ
が
、
富
世
塵
か
な
琴
え
方
だ

と
思
う
．

イ
ン
ド
人
の
こ
う
い
う
誓
え
方
ほ
、
駒
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
琴
え

る
雷
性
の
あ
る
人
に
は
、
飽
く
置
敬
的
－
こ
終
え
て
く
る
カ
を
も
つ
思
想

だ
と
感
じ
ら
れ
る
だ
ろ
う
・
綺
だ
け
で
な
く
、
菅
頻
に
つ
い
て
心
を
ひ

や
め
て
も
、
あ
る
い
ほ
冷
感
と
か
彫
刻
と
か
に
つ
い
て
考
え
て
も
、
同

様
の
感
じ
が
あ
る
の
で
ほ
な
か
ろ
う
か
．
少
な
く
と
も
、
こ
の
コ
ワ
ェ

ー
ダ
ゝ
の
考
え
を
も
う
少
し
攻
櫓
作
用
に
ょ
っ
て
押
し
ひ
ろ
げ
、
濱
用

簡
沼
恕
妊
げ
て
み
る
と
、
次
の
ヰ
っ
な
こ
と
が
晋
え
よ
う
．
つ
ま
り
、

日
に
見
え
る
も
の
、
聞
え
る
も
の
の
世
界
ほ
、
そ
れ
だ
け
で
ほ
決
し
て

健
界
の
全
て
で
ほ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
．

こ
官
卑
近
く
以
前
の
ド
イ
ツ
の
狩
人
ノ
ヴ
ァ
－
リ
ス
が
！
こ
の
人

ほ
こ
十
代
で
天
野
L
た
が
！
寄
き
過
し
た
本
に
諾
剛
馨
－
が
あ
る
．

789－雷碍のカ

で
ほ
な
い
だ
ろ
う
か
．
愈
も
細
平
に
伝
え
た
い
取
持
ほ
、
蚤
も
雷
讃
に

L
に
く
い
微
妙
な
接
合
体
な
の
で
、
大
串
な
こ
と
ー
王
ど
筋
恥
じ
伝
わ
り

に
く
い
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
一
般
に
嘗
へ
る
．
さ
ら
に
こ
れ
を
押
し

て
雷
え
ば
、
そ
ん
な
に
簡
単
に
人
に
叉
袴
告
伝
え
よ
う
と
L
な
い
ほ
う

が
い
い
と
さ
え
晋
え
る
の
で
ほ
な
い
か
．
浜
解
の
余
地
が
常
に
あ
る
こ

と
の
方
が
、
人
間
で
あ
る
と
い
う
最
終
に
対
し
て
ほ
忠
実
な
生
き
方
だ

と
い
う
繋
が
す
る
・
号
－
か
ら
生
じ
る
悲
し
ふ
や
泊
り
を
も
含
め
て
．

そ
う
い
う
究
が
す
る
．

あ
る
思
い
を
簡
単
に
伝
え
る
と
い
う
こ
と
ほ
、
拍
邸
と
い
う
挽
点
か

ら
す
れ
ば
頗
条
件
に
ょ
し
と
さ
れ
争
－
と
で
あ
る
だ
ろ
う
が
、
人
間
－
さ

能
率
の
み
に
よ
っ
て
生
き
る
わ
け
で
は
な
い
．
舵
翠
の
奴
凝
と
L
て
生

き
る
こ
と
が
入
関
の
率
韻
で
あ
ろ
わ
け
で
ほ
な
い
．
人
と
人
と
の
間
と

つ
な
ぐ
食
も
養
な
通
路
に
雷
発
と
い
う
も
の
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が

「
ぞ
■
i
ニ
ケ
ー
シ
雷
ン
J
を
も
生
む
も
の
だ
が
、
雷
常
に
ほ
よ
く
わ

か
ら
な
い
節
分
が
あ
っ
て
い
い
の
だ
、
J
い
う
の
が
払
の
考
え
方
で
あ

る
・
雷
零
の
通
路
に
は
浮
く
ら
が
り
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
あ
ろ
方
が
い

い
の
だ
・
な
ぜ
な
ち
、
人
間
と
い
う
も
の
ほ
、
号
几
な
に
滞
っ
べ
ら
な

も
の
で
ほ
な
い
と
思
う
か
ら
で
あ
る
．
も
ち
ろ
ん
礼
は
．
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
驚
飽
や
そ
の
広
岡
な
応
用
に
つ
い
て
預
か
ら
反
対
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
・
た
だ
、
人
絹
ほ
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
許
ン
ー
セ
拒

否
す
る
こ
と
に
お
い
て
人
珂
そ
の
も
の
で
あ
る
場
合
も
あ
る
、
と
い
う

夢
寓
に
脚
心
を
苛
せ
す
に
ほ
い
ら
れ
な
い
だ
け
で
あ
る
．

あ
る
人
問
・
あ
る
解
放
に
対
し
て
か
た
く
な
に
拒
絶
的
な
賂
尿
を
と

る
こ
と
に
よ
っ
て
・
か
え
っ
て
鮮
烈
に
考
え
や
究
綺
を
伝
え
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
も
あ
る
・
号
っ
い
う
点
か
ら
観
め
る
と
、
人
間
の
心
に

ほ
、
無
欲
の
成
が
あ
っ
て
、
あ
る
辟
ほ
た
え
す
開
か
れ
た
り
閉
じ
た
り

L
て
い
る
の
に
、
】
生
に
遠
か
こ
伎
し
か
開
か
な
い
開
か
ず
の
靡
も

ま
た
あ
る
と
い
う
鼠
に
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
・
そ
の
紳
か
す
の
屏
を
締

く
か
開
か
な
い
か
と
い
う
こ
と
ほ
、
そ
の
人
に
と
っ
て
ほ
大
琴
浄
な
の

で
あ
る
・
そ
の
開
か
で
の
成
が
何
ら
か
の
き
っ
か
け
で
開
く
と
き
に
生

じ
る
他
者
と
の
全
く
新
し
い
関
係
、
そ
れ
こ
そ
が
、
か
け
が
え
の
な
い

r
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
さ
ソ
怒
ン
」
の
姿
の
ょ
う
に
も
思
わ
れ
る
．
そ
れ
ほ
、

あ
る
心
と
別
の
心
と
の
間
に
・
と
つ
ぜ
ん
新
し
い
棉
が
か
か
る
こ
と
に

ほ
か
な
ら
な
い
・
そ
れ
が
人
を
率
招
に
す
る
か
L
な
い
か
ほ
－
既
に
雷

え
な
い
問
毯
だ
が
、
少
な
く
と
も
そ
の
除
間
、
人
ほ
自
分
自
身
に
つ
い

て
、
あ
る
い
ほ
柏
手
に
つ
い
て
、
新
し
い
発
見
を
す
る
．
播
い
節
分
に

兜
が
さ
L
こ
む
・
つ
ま
り
、
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
の
普
茶
に
も
ど
っ
て
い
え

は
、
1
見
え
る
む
の
」
に
さ
わ
っ
て
い
る
1
簸
え
な
い
も
の
ー
が
見
え

て
く
る
・
払
た
ち
ほ
日
常
お
び
た
だ
し
い
1
ヲ
ニ
ュ
ニ
ケ
j
ゾ
℡
ン
一
－

の
即
日
の
中
で
生
き
な
が
ら
∴
心
の
雪
、
は
た
え
で
号
っ
い
う
晩
間
、

こ
の
1
も
う
一
つ
の
コ
㌧
ミ
ニ
ケ
ー
ソ
オ
ン
1
を
将
き
求
め
て
い
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
．

ま
あ
号
つ
い
う
出
来
串
が
あ
ま
り
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
蜜
な
っ
て
ほ
、
か

え
っ
て
く
た
び
れ
て
し
考
つ
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
、
開
か
ず
の
尽



ほ
な
る
べ
く
開
か
な
い
ほ
う
が
い
い
と
い
う
栂
刈
緒
も
一
方
で
ほ
あ
る
ほ

珊
ど
だ
が
・
締
と
か
苫
鮮
と
か
い
う
も
の
は
、
督
っ
て
み
れ
ば
一
あ
繍
か

す
の
山
椒
を
何
も
の
か
大
い
な
る
」
刀
の
助
け
l
こ
よ
っ
て
開
け
て
い
こ
う
と

い
う
簡
勤
に
支
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
．

笥
、
晋
蒲
と
い
う
も
の
の
大
切
さ
は
、
そ
れ
が
人
間
の
こ
う
い
う

恩
い
に
意
も
琵
く
関
わ
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
慮
に
あ
る
．
曾

孫
が
、
や
の
も
の
と
し
て
絶
対
的
に
大
挙
だ
と
い
う
こ
と
で
ほ
な
い
．

も
ち
ろ
ん
、
官
軍
ほ
人
間
の
大
挙
な
持
物
だ
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ほ
骨
頂

と
い
う
も
の
が
、
な
ぜ
か
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
人
間
の
な
か
に
恩

忽
や
慈
憎
を
呼
び
應
こ
す
カ
を
搾
っ
て
い
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
っ
て
、

】
路
】
緒
を
物
神
鱒
禅
的
に
あ
が
め
て
ふ
て
も
、
晋
讃
の
命
に
ふ
れ
る

こ
と
ほ
で
き
な
い
．

軟
骨
心
確
率
と
い
う
領
域
の
鎗
に
な
る
が
、
あ
る
観
察
の
対
数
に
な

っ
て
い
る
思
春
期
の
少
女
が
、
あ
る
噂
医
師
に
食
い
て
き
た
文
覚
の
中

に
、
r
払
ほ
今
、
静
け
さ
に
暦
年
、
い
っ
て
い
患
す
し
と
い
う
雷
礪
を
番

い
て
き
た
と
い
う
．
そ
れ
で
、
こ
の
少
女
が
】
つ
の
段
栂
変
通
り
過

ぎ
、
柁
禅
的
に
大
人
の
愴
界
に
入
っ
た
と
い
う
判
断
を
医
師
は
下
L

た
、
と
い
う
箔
姦
ん
だ
こ
と
が
あ
る
．
こ
の
踏
は
な
か
な
か
面
白
い

と
思
っ
て
紀
増
し
て
い
る
．
私
た
ち
が
「
硬
く
J
と
い
う
と
き
ほ
、
物

潜
を
聡
く
と
い
う
の
が
瀞
通
だ
が
、
逆
に
、
物
曹
の
絶
え
た
「
静
凝
」

を
「
開
く
J
と
い
う
行
あ
が
、
こ
の
奴
の
鳩
舎
だ
け
で
な
く
、
す
べ
て

の
人
に
と
っ
て
、
決
し
て
題
威
げ
た
こ
と
で
ほ
な
く
、
む
し
ろ
締
禅
の

よ
り
潔
い
部
分
の
目
覚
め
を
環
境
L
て
い
る
と
い
う
群
冥
ほ
轡
不
約
で

あ
る
．
「
叩
こ
え
る
も
の
し
に
さ
わ
っ
て
い
る
1
開
こ
え
な
い
も
の
J

の
実
感
的
な
把
趨
が
、
こ
の
少
女
に
今
起
こ
っ
た
わ
け
で
あ
る
．
そ
L

て
、
そ
の
こ
と
を
瞥
げ
る
彼
女
の
雷
魂
は
、
単
純
そ
の
も
の
と
い
っ
て

い
い
が
、
や
の
淋
純
な
晋
繋
が
引
キ
、
ず
っ
て
い
る
も
の
の
は
界
ほ
大
き

く
て
潔
い
．
パ
ス
カ
ル
の
勺
パ
ン
セ
し
の
よ
う
な
挙
が
何
度
銃
ん
で
も

弘
守
っ
つ
の
も
、
パ
ス
カ
ル
の
悠
い
骨
頂
が
、
そ
れ
を
露
萌
さ
せ
て
い

る
輝
い
永
山
の
下
の
牡
界
む
ょ
く
う
か
が
わ
せ
る
に
足
る
力
を
も
っ
て

い
る
か
ち
で
あ
ろ
う
．

貸
し
い
富
澤
と
か
正
し
い
嘗
袋
と
か
晋
わ
れ
る
が
、
単
独
に
取
り
出

し
て
発
し
い
晋
諮
と
か
正
し
い
晋
滞
と
か
い
う
も
の
ほ
と
こ
に
も
あ
り

ほ
し
な
い
．
そ
れ
ほ
、
嘗
謂
飼
と
い
う
も
の
の
容
懲
A
が
、
口
先
だ
け
の
も

の
、
諮
戯
だ
け
の
も
の
で
ほ
な
く
て
、
イ
モ
れ
姦
し
て
い
る
人
間
全
体

の
払
仏
界
を
い
や
お
う
な
し
に
背
瓜
周
っ
て
L
蓋
う
と
こ
ろ
に
あ
る
か
ら
で

あ
る
．
人
間
金
棒
が
、
さ
さ
や
か
な
晋
濱
の
〟
つ
一
つ
に
反
映
し
て
し

ま
う
か
ら
で
あ
る
．
そ
の
こ
と
に
脚
述
し
て
、
こ
れ
は
寅
ほ
人
御
世
界

だ
け
の
こ
と
で
ほ
な
く
、
自
然
界
の
現
象
に
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
る
の

で
ほ
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
経
っ
て
お
き
た
い
．

京
苺
の
竣
繊
に
位
む
漁
色
致
志
村
ふ
く
み
さ
ん
の
放
堺
噂
で
治
し
て

い
た
折
、
怒
柑
さ
ん
が
な
ん
と
も
発
し
い
桜
色
に
染
ま
っ
た
糸
で
槻
っ

た
潜
物
象
見
せ
て
く
れ
た
．
そ
の
ピ
ン
ク
ほ
、
淡
い
よ
う
で
い
て
、
し

か
も
怒
え
る
よ
う
な
報
さ
を
内
に
秘
め
、
ほ
な
や
か
で
し
か
も
濁
く
霜

ブタl－雷双のカ

瀞
い
て
い
る
色
だ
っ
た
．
そ
の
奨
L
さ
は
員
と
心
を
吸
い
こ
む
よ
う
に

感
じ
ち
れ
た
．
「
こ
の
色
ほ
何
か
ら
取
り
出
し
た
ん
で
す
か
」
二
拓
か

ら
で
す
J
と
凄
射
さ
ん
ほ
答
え
た
．
瀦
人
の
放
資
さ
で
、
私
ほ
†
ぐ
に

綴
の
花
び
ら
を
液
踏
め
て
色
を
取
出
し
た
も
の
だ
ろ
う
と
思
っ
た
．
寓

鞭
ほ
こ
れ
ほ
桜
の
威
か
ら
取
出
し
た
色
な
の
だ
っ
た
．
あ
の
腐
っ
ぼ
い

ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
た
綻
の
虔
か
ち
こ
の
発
し
い
ピ
ン
ク
の
色
が
と
れ
る
の
だ

と
い
う
．
志
村
さ
ん
ほ
放
け
て
こ
う
敢
え
て
く
れ
た
．
こ
の
桜
色
は
、

】
卒
中
ど
の
琴
節
で
も
と
れ
る
わ
け
で
は
な
い
．
綴
の
花
が
嘆
く
窓
前

の
こ
ろ
、
山
の
桜
の
皮
を
も
ち
っ
て
き
て
染
め
る
と
、
こ
ん
な
、
上
現

し
た
よ
う
な
、
え
も
い
わ
れ
ぬ
色
が
取
出
せ
る
の
だ
、
と
．

私
ほ
そ
の
措
を
開
い
て
、
停
が
一
瞬
ゆ
ら
ぐ
よ
う
な
不
思
消
な
感
じ

に
お
そ
わ
れ
た
．
啓
党
、
も
う
ま
も
な
く
花
と
な
っ
て
噴
き
出
で
よ
う

と
し
て
い
る
桜
の
木
が
、
花
び
ら
だ
け
で
な
く
、
鍵
盤
体
で
懸
命
に
な

っ
て
汲
上
の
ピ
ン
ク
の
色
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
姿
が
、
払
の
鉱
凝
に

ゆ
ら
め
い
た
か
ら
で
あ
る
．
花
び
ち
の
ピ
ン
ク
は
、
時
の
ピ
ン
ク
で
あ

り
、
樹
皮
の
ど
ン
ク
で
あ
り
、
樹
液
の
ど
ソ
ク
で
あ
っ
た
．
桜
は
全
身

で
審
の
ビ
ン
グ
に
色
づ
い
て
い
て
、
花
び
ら
ほ
い
わ
ば
そ
れ
ち
の
ど
ン

ク
が
、
ほ
ん
の
尖
繊
だ
け
拳
を
出
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
か
？
た
．

▲考
え
て
み
れ
ば
こ
れ
ほ
ま
さ
に
そ
の
通
り
で
、
料
金
体
の
鰭
勤
の
エ

ッ
セ
ン
ス
が
、
審
と
い
う
時
節
に
桜
の
花
び
ち
と
い
う
山
つ
の
現
象
に

な
る
に
†
ぎ
な
い
の
だ
っ
た
．
し
か
し
わ
れ
わ
れ
の
綴
ら
れ
た
視
野
の

申
で
ほ
、
桜
の
花
の
ど
ン
ク
し
か
見
え
な
い
．
た
ま
た
ま
志
村
さ
ん
の

よ
う
な
人
が
そ
れ
を
樹
木
全
身
の
色
と
L
て
見
せ
て
く
れ
る
と
、
は
っ

と
凝
く
．

こ
の
上
う
に
見
て
く
れ
ば
、
こ
れ
は
常
襲
の
世
界
で
の
出
発
率
と
同

じ
こ
と
で
ほ
な
い
か
と
い
う
気
が
す
る
．
管
領
の
一
語
一
旗
ほ
、
桜
の

花
び
ら
】
攻
】
故
だ
と
懲
っ
て
い
い
．
】
兇
し
た
と
こ
ろ
ぜ
ん
ぜ
ん
別

の
色
を
し
て
い
る
が
、
L
か
し
ほ
ん
と
う
ほ
全
身
で
そ
の
花
び
ら
の
色

を
生
ふ
出
L
て
い
る
大
き
な
幹
、
そ
れ
む
、
そ
の
一
語
叫
踏
の
花
び
ら

が
背
後
に
轡
負
っ
て
い
る
の
で
あ
る
．
を
う
い
う
こ
と
を
食
綬
に
お
き

な
が
ら
、
晋
蒲
と
い
う
も
の
む
琴
え
る
必
賓
が
あ
る
の
で
ほ
な
か
ろ
う

か
．
そ
う
い
う
感
度
ぉ
も
っ
て
曹
鍔
の
中
で
曳
き
て
い
こ
う
と
す
る
と

き
、
一
指
一
路
の
さ
さ
や
か
な
雷
講
の
、
さ
さ
や
か
き
ゃ
の
も
の
の
大

き
な
濃
繚
が
巽
感
さ
れ
て
く
る
の
で
ほ
な
か
ろ
う
か
．
や
れ
が
1
督
環

の
カ
し
の
均
的
な
証
明
で
も
あ
ろ
う
と
私
に
は
思
わ
れ
る
．

（
敦
知
県
文
化
扱
窓
l
こ
お
け
る
】
九
七
七
移
九
月
こ
－
8
の
ほ
柄
遜
既
に
勿

簿
し
た
も
の
で
あ
る
J

02
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伊
勢
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管
、
ゐ
な
か
わ
た
ら
ひ
し
げ
る
人
の
子
ど
も
、
井
の
も
と
に
い
で
て
運
び
け
る
を
、

お
と
な
に
な
り
に
け
れ
ば
、
男
も
女
も
は
ぢ
か
は
し
て
あ
り
け
れ
ど
、
男
は
こ
の
女

②

を
こ
そ
得
め
と
思
ふ
。
女
は
こ
の
男
を
と
恩
ひ
つ
つ
、
窺
の
あ
は
す
れ
ど
も
聞
か
で

な
む
あ
り
け
る
。
さ
て
、
こ
の
と
な
り
の
男
の
も
と
よ
り
か
く
な
む
、

筒
井
つ
の
井
筒
に
か
け
し
ま
ろ
が
た
け
過
ぎ
に
け
ら
し
な
娠
見
ざ
る
ま
に

女
、
返
し
、

く
ら
ペ
ニ
し
ふ
り
わ
け
澄
も
膚
す
ぎ
ぬ
君
な
ら
ず
し
て
た
れ
か
あ
ぐ
べ
き

な
ど
首
ひ
嘗
ひ
て
、
つ
ひ
に
本
窓
の
ご
と
く
あ
ひ
に
け
り
。

⑧

さ
て
年
ご
ろ
ふ
る
ほ
ど
に
、
女
、
兢
な
く
、
締
り
な
く
な
る
ま
ま
に
、
も
ろ
と
も

⑨

に
い
ふ
か
ひ
な
く
て
あ
ら
む
や
は
と
て
、
河
内
の
国
、
高
安
の
郡
に
、
行
き
通
ふ
所

い
で
き
に
け
り
。
さ
り
け
れ
ど
、
こ
の
も
と
の
女
、
あ
し
と
思
へ
る
け
し
き
も
な
く

て
、
い
だ
し
や
り
け
れ
ば
、
男
、
こ
と
心
あ
り
て
か
か
る
に
や
あ
ら
む
と
思
ひ
う
た

⑱

葬
つ
の
”
井
筒
に
係
る
序

。
「
葬
恕
岡
」
は
井
戸
の
筒
。

か
け
し
＝
（
井
筒
で
）
背
比

べ
を
ー
し
恕

ふ
り
わ
け
髭
＝
左
石
に
退
リ

け
て
濁
に
意
5
し
恕
鮭
。

ル
窓
の
髄
叫
型
。

あ
ぐ
＝
意
5
し
怒
髪
を
紡
い

げ
る
こ
と
で
、
成
人
す
る

こ
と
を
恩
疎
し
、
婚
約
ガ
究

疋
こ
と
を
示
す
。

詞
内
の
国
、
粛
安
の
鬱
…
1
「
河

」
は
大
阪
府
南
部
の
地
、

「
苗
安
」
は
生
砲
山
の
簡
、

し
材
六
－
ん

鎗
山
の
野
辺
り
の
地
。

が
ひ
て
、
前
栽
の
な
か
に
か
く
れ
ゐ
て
、
河
内
へ
い
ぬ
る
か
ほ
に
て
見
れ
ば
、
こ
の

⑬

女
、
い
と
よ
う
化
粧
じ
て
、
う
ち
な
が
め
て
、

風
吹
け
ば
沖
つ
し
ら
浪
た
つ
た
山
夜
半
に
や
君
が
ひ
と
り
こ
ゆ
ら
む

と
よ
み
け
る
を
聞
き
て
、
か
ぎ
り
な
く
か
な
し
と
患
ひ
て
、
河
内
へ
も
行
か
ず
な
り

に
け
れ
ソ
。

ま
れ
ま
れ
か
の
高
安
に
爽
て
見
れ
ば
、
は
じ
め
こ
そ
心
に
く
も
つ
く
り
け
れ
、
い

ま
は
う
ち
と
け
て
、
手
づ
か
ら
飯
匙
と
り
て
、
常
子
の
う
つ
は
も
の
に
も
り
け
る
を

見
て
、
心
憂
が
り
て
、
行
か
ず
な
り
に
け
り
。
さ
り
け
れ
ば
、
か
の
女
、
大
和
の
方

を
見
や
り
て
、

12

君
が
あ
た
り
見
つ
つ
を
居
ら
む
生
駒
山
霊
な
か
く
し
そ
爾
は
ふ
る
と
も

22

と
首
ひ
て
見
い
だ
す
に
、
か
ら
う
じ
て
大
和
入
来
む
と
首
へ
り
。
よ
ろ
こ
び
て
待
つ

23

に
、
た
び
た
び
過
ぎ
ぬ
れ
ば
、

42

箸
爽
む
と
い
ひ
し
夜
ご
と
に
過
ぎ
ぬ
れ
ば
締
ま
ぬ
も
の
の
恋
ひ
つ
つ
ぞ
経
る

25

と
首
ひ
け
れ
ど
、
男
す
ま
ず
な
り
に
け
り
。

ハ
h
V2

「
風
吹
け
ぽ
～
し
5
浪
」
ま

で
は
「
起
つ
怒
川
」
に
か
か

る
将
・
詞
。

一
レ
’
く
し

鳥
＝
杓
？
丁

子
の
う
つ
は
も
の
＝
鮫
を

る
啓
細
済

署
が
あ
た
り
凰
つ
つ
を
潜
ら

む
＝
「
見
つ
つ
を
」
の
「
蟄
」

は
感
飴
の
恩
を
賛
す
。

生
駒
山
＝
大
敵
府
と
乗
員
県

と
の
項
に
ん
の
る
山

…
…
で

…
か
～

（
反
語
）

い
ふ
か
ひ
な
し

叶
じ
し
密
）

…
・
‥
に
や
あ
5
ぉ

いぬか
な
し

心
に
＜
し

心
蚤
ガ
る

…
や
る
、
…
い
ぼ
す

な
…
…
そ
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Ⅴ まとめと今後の展望

本年度の二つの授業例は，現代文と古文・漢文の連携を図る上での，ほんのささやかな読みで

ある。本年度は年間指導計画が決まった跡でのテーマ設定であったために，ごく個別的に各科目

の連携を図る模索をするところで終わってしまったが，最終的には年間を見通した，各科連携の

方法について，研究を進めなければならないと考えている。をお，漢文に関わる実践は，次年度

に行われる予定である。

注）

1）本校研究集録第32集～37集に記録が載せられている。

2）「横断的・給食的な学習が求める国語教育」月刊国語教育1997年9月号）

（参考文献）

『現代詩文庫27 谷川俊太郎』（思潮社）

『現代詩文庫1024 草野心平』（思潮社）

『昭和文学全集第34巻 評論随筆集Ⅲ』

『昭和文学全集第35巻 昭和詩歌集Ⅱ』

『現代詩文庫1017 伊東静雄』（思潮社）

『現代詩文庫1038 三好達治』（思潮社）

（バ、学館）

（小学館）

－22－




